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「
豊
陵
会
報
」96
号
の
発
行
に
際
し
、
一

言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
早
い
も
の

で
私
が
豊
陵
会
の
会
長
に
就
任
し
ま
し
て

か
ら
、
３
年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ

の
間
の
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
・
ご
協

力
に
対
し
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
昨
年
度
は
、
皆
様
か
ら
豊
陵
会
に
対

し
例
年
を
上
回
る
多
額
の
寄
付
金
・
協
力

金
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
、
重
ね
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
す
で
に
昨
年
の
こ
の
豊
陵
会
報

の
他
、
機
会
あ
る
ご
と
に
ご
報
告
し
て
参

り
ま
し
た
通
り
、
こ
の
た
び
久
方
ぶ
り
に

豊
陵
会
会
員
名
簿
を
発
行
す
る
こ
と
と
な

り
、
現
在
作
成
作
業
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
に
は
す
で
に「
個
人
調
査

カ
ー
ド
」を
お
送
り
し
て
、
皆
さ
ん
ご
自

身
の
個
人
情
報
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
ま
た
名
簿
に
掲
載
す
る
広
告
の
募
集

に
つ
き
ま
し
て
も
、
実
に
多
く
の
方
か
ら

ご
協
力
の
お
申
し
出
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
な
お
新

し
い
名
簿
は
今
秋
に
も
完
成
す
る
予
定
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
購
入
申
し
込
み
が
未

だ
の
方
は
是
非
申
し
込
み
を
頂
き
、
会
員

同
士
の
消
息
の
フ
ォ
ロ
ー
や
、
同
期
会
・

同
窓
会
の
開
催
な
ど
に
お
使
い
頂
け
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。「
一
家
に
一
冊
、

新
豊
陵
会
名
簿
」、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

私
は
こ
れ
ま
で
豊
陵
会
会
長
と
し
て
、

「
開
か
れ
た
豊
陵
会
」「
参
加
す
る
豊
陵
会
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
同
窓
会
活
動
を
行
っ
て

参
り
ま
し
た
。
加
え
て
こ
れ
も
昨
年
の

豊
陵
会
報
で
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
母

校
の
先
生
方
と
も
よ
く
話
し
合
い
な
が

ら
、
O
B
と
母
校
、
卒
業
生
と
在
校
生
と

の
交
流
の
強
化
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
同
学
年
・
同
期
生
と
い
う
い
わ
ば

「
横
の
絆
」に
加
え
て
、
先
輩
と
後
輩
と
い

う「
縦
の
絆
」を
よ
り
強
固
に
構
築
す
る
こ

と
も
同
窓
会
と
し
て
大
事
な
目
的
で
は
な

い
か
、
そ
し
て
そ
う
し
た「
同
期
の
輪
・

同
窓
の
輪
」を
広
げ
て
頂
く
場
・
機
会
を

設
け
る
こ
と
が
我
々
同
窓
会
執
行
部
の
役

割
で
は
な
い
か
と
考
え
る
か
ら
で
あ
り
ま

す
。今

後
も
そ
う
し
た
思
い
で
同
窓
会
活
動

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
、
会

報
発
行
に
際
し
て
の
私
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

（
な
が
た
・
た
け
は
る　

高
15
期
）

平
成
27
年
第
1
回
幹
事
・
評
議
員
会
は
2

月
27
日
、79
名
が
出
席
し
て
、ホ
テ
ル
ア
イ
ボ
リ
ー

で
開
か
れ
た
。
永
田
会
長
は
、
今
年
は
会
員
同

士
を
結
ぶ
会
員
名
簿
の
発
行
に
力
を
入
れ
た
い

と
抱
負
を
述
べ
た
。
ま
た
協
力
金
寄
付
金
が
好

調
な
こ
と
に
ふ
れ
、
豊
陵
会
活
動
への
関
心
の
高

ま
り
の
表
れ
で
あ
り
、

嬉
し
く
勇
気
づ
け
ら

れ
た
と
話
し
た
。

審
議
事
項
の
、「
平
成
26
年
活
動
報
告
。
決

算
報
告
」「
同
会
計
監
査
報
告
」と「
平
成
27
年

活
動
計
画
案
・
予
算
案
」は
、
そ
れ
ぞ
れ
満
場

一致
で
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
幹
事
2
名
と
評
議

員
3
名
の
推
薦
が
あ
り
拍
手
で
選
出
さ
れ
た
。

（
役
員
・
幹
事
・
評
議
員
の
名
簿
は
20
ペ
ー
ジ
）

報
告
事
項
で
、
会
員
名
簿
発
行
は
、
編
集
・

販
売
、
広
告
の
３
グ
ル
ー
プ
体
制
で
作
業
は
着
々

と
進
ん
で
お
り
、
全
会
員
へ
送
っ
た
調
査
カ
ー

ド
が
続
々
届
い
て
い
る
。
広
告
は
名
簿
を
使
う

人
に
役
立
つ
視
点
も
加
え
て
充
実
さ
せ
た
い
が
、

個
人
の
名
刺
広
告
に
も
協
力
し
て
ほ
し
い
。
事

務
局
が
情
報
入
力
を
集
中
し
て
進
め
て
い
る
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。

部
会
報
告
で
、総
務
部
会
か
ら
総
会
の
予
定
、

資
料
室
部
会
は
豊
高
関
連
の
報
道
記
事
集
め

を
進
め
た
い
、ま
た
、Ｉ
Ｔ
部
会
は
、

会
員
が
i
-P
h
o
n
e
を
使
い

こ
な
せ
る
よ
う
に
お
手
伝
い
を
し
て

い
る
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。

平
成
26
年
第
2
回
幹
事
・
評
議
員
会

26
年
10
月
24
日
、
81
人
が
出
席
し
て
ホ
テ
ル

ア
イ
ボ
リ
ー
で
開
か
れ
、
新
任
評
議
員
11
人
が

選
出
さ
れ
た
。
こ
の
あ
と
名
簿
発
行
に
つい
て
木

村
担
当
副
会
長
が
全
会
員
に「
調
査
カ
ー
ド
」を

送
付
し
て
デ
ー
タ
の
完
備
を
図
り
た
い
な
ど
を

報
告
し
了
承
さ
れ
た
。

同
期
の
輪
・
同
窓
の
輪
を
広
げ
る

幹
事
・
評
議
員
会
の
開
催
報
告

27
年
活
動
計
画
・
予
算
を
承
認

7
年
ぶ
り
に
改
訂
発
行
さ
れ
る「
豊
陵

会
会
員
名
簿
2
0
1
5
年
版
」（
通
算
13

版
）の
編
集
作
業
が
11
月
の
発
行
を
目
指

し
て
本
格
化
し
た
。
本
体
約
1
0
0
0

ペ
ー
ジ
・
頒
価
5
千
円（
送
料
と
も
）で
本

号
に
同
封
の「
振
込
用
紙
」で
事
前
販
売
を

始
め
る
。

昨
年
11
月
に
全
国
2
万
会
員
に
発
送

し
た
現
況
照
会
の
回
答
が
2
月
末
ま
で
に

5
千
件
以
上
の
回
答
が
あ
り
、
住
所
な
ど

基
本
情
報
の
修
正
打
込
み
が
8
月
の
最
終

出
稿
を
目
指
し
て
作
業
が
始
ま
っ
た
。

広
告
部
会
は
会
合
を
重
ね
、「
企
業
広

告
」「
個
人
の
名
刺
広
告
」「
グ
ル
ー
プ
広

告
」別
に
各
期
評
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分

担
に
向
か
っ
て
動
き
、
広
告
ペ
ー
ジ
の
充

実
を
目
指
し
て
い
る
。

編
集
部
会
は
名
簿「
読
み
物
」「
94
年
間

の
年
表
」な
ど
の
検
討
を
終
え
、
名
簿
本

体
に
加
え
て「
楽
し
く
役
に
立
つ
」ペ
ー
ジ

の
充
実
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
。

販
売
部
会
は
会
報
本
号
に
同
封
の「
事

前
申
込
み
」で
頒
布
を
広
く
会
員
に
呼
び

か
け
る
ほ
か
、
評
議
員
会
・
同
期
会
・
ク

ラ
ブ
O
B
な
ど
各
種
の
組
織
を
通
じ
て
早

期
の
完
売
を
目
指
す
。

従
来
以
上
の
現
況
回
答
に
と
も
な
い
、

「
訃
報
」連
絡
が
増
え
た
ほ
か
、「
協
力
金
」

は
例
年
以
上
の
金
額
と
な
っ
た
。
近
況
や

住
所
変
更
を
連
絡
す
る「
短
信
」欄
も
大
幅

に
増
え
、
増
ペ
ー
ジ
と
な
っ
た
。

「会員名簿 2015年版」

秋の発行へ作業本格化

豊陵会会長　
永 田  武 全
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例年より遅い目？とお感じの方々も多いと
思います。中間試験期間を配慮して、在校
生をお迎えすることとなりました。今年のゲ
ストは、母校軽音楽部のみなさんです。学校・
地域へ盛んに演奏活動をし、市主催の軽音
楽フェスティバル（服部緑地）など、積極的に
活動、総会当日の青春のエネルギーあふれ
る演奏をぜひお楽しみ下さい。

総会当日イベント、恒例の「寄贈品オーク
ション・即売会」ももちろん開催致します。
増々盛り上がる本イベントに会員皆様のご協
力をお願いします。「ホームカミング25」の
該当期は高42期の皆さんです（28頁に詳
報）。本年、豊陵会総会のご出席を心よりお
待ちしております。

古
希
を
迎
え
た
永
田
会
長
が
、
全

2
3
0
名
の
出
席
者
、
内
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
25
の
高
41
期
、
約
60
名
、
そ
し
て
今
年

卒
業
の
新
会
員
高
66
期
12
名
の
年
齢
差
に

感
嘆
さ
れ
な
が
ら
大
歓
迎
の
意
を
表
さ
れ

幕
を
開
け
た
。
母
校
は
、
6
年
後
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
次
の
年
2
0
2
1
年
の

1
0
0
周
年
に
向
け
て
、
開
か
れ
た
豊
陵

会
・
参
加
す
る
豊
陵
会
の
心
構
え
の
も
と
、

在
校
生
・
学
校
・
卒
業
生
の
絆
を
深
め
る

活
動
を
展
開
し
続
け
、
本
総
会
で
は
在
校

生
シ
リ
ー
ズ
第
二
弾
と
し
て
母
校
ダ
ン
ス

部
を
招
い
た
と
紹
介
し
た
。
松
本
東
京
支

部
長
は
、支
部
総
会
の
案
内
、「
お・も・て・

な
・
し
」の
心
で
大
歓
迎
と
、
中
村
中
部

副
支
部
長
も
、
支
部
総
会
で
の
バ
ザ
ー
に

大
阪
弁
が
自
然
と
出
て
く
る
楽
し
さ
を
紹

介
し
、
参
加
を
促
し
た
。

5
月
25
日　
ホ
テ
ル
ア
イ
ボ
リ
ー
で

来
賓
の
下
川
校
長
先
生
は
、
進
学
指
定
特
色

校
と
し
て
の
初
の
卒
業
生
を
輩
出
、
進
学
先
大

学
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
第
一
志
望
に
目
的
を

果
た
し
た
生
徒
が
増
え
、
そ
の
努
力
の
充
実
と

結
実
を
讃
え
ら
れ
た
。
昨
年
度
に
は
ス
ー
パ
ー

グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル「
S
G
H
」指
定
の

次
点
に
な
り
、
本
年
度
も
指
定
に
向
け
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
の
意
欲
、
生
徒
に
は
し
な
や
か
で
心
折

れ
ず
に
、
強
く
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ほ
し
い
と

の
思
い
を
強
調
し
た
。

懇
親
会
の
乾
杯
の
発
声
は
、
高
41
期
の
白
木

智
巳
さ
ん
、
微
力
な
が
ら
、
豊
陵
会
の
発
展
に

寄
与
し
て
参
り
た
い
と
、
力
強
い
発
声
で
懇
親

会
が
始
ま
っ
た
。
在
校
生
シ
リ
ー
ズ
第
二
弾
、

ダ
ン
ス
部
が
、
華
麗
か
つ
明
る
く
・
力
強
い
演

技
の
あ
と
、
ダ
ン
ス
部
Ｍ
Ｃ
の
指
導
の
も
と
同

窓
生
起
立
に
て
、
会
場
中
が
踊
り
だ
し
、
最
終

演
技
で
は
下
川
校
長
先
生
も
同
窓
生
に
押
さ
れ

登
壇
、
い
っ
し
ょ
に
踊
り
出
さ
れ
て
、
ま
さ
に
、

在
校
生
・
母
校
先
生
・
卒
業
生
が
一
体
の
ダ
ン

ス
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
中
野
寛
成
顧
問
の
指

揮
に
よ
り
全
員
で
校
歌
熱
唱
、
熱
覚
め
や
ら
ぬ

ま
ま
、
越
智
副
会
長
が
名
簿
発
行
・
1
0
0
周

年
に
向
け
、
一
丸
と
な
っ
て
進
も
う
と
、
総
会

を
締
め
く
く
っ
た
。

総会　在校生シリーズ第３弾
母校軽音楽部来演

今年の豊陵会総会は、5月31日（日）です

歌
う・踊
る・大
い
に
笑
う
総
会

1
0
0
周
年
を
視
野
に

10月2日(木)関西クラシックゴルフ倶楽部
で開催。総勢72名(男性61名女性11名)の
参加を得て、大洞、湯谷、清水の3つのコー
スから8時28分に一斉にスタートしました。
今年は、高校19期有志のトーク会（トークと
は“19”）より6名ご参加下さいました！！！

■ 昨年の第13回コンペ 
優　   勝…高19 島本健次さん
女子優勝…高17 青山晴美さん
ベスグロ…高17 田中 　清さん

第14回豊陵会親睦
ゴルフコンペ

開催日時	 平成27年10月1日（木）
	 8時28分スタート
開催場所	 関西クラシックゴルフ倶楽部
	 ☎0794-72-1231
	 〒673-1123
	 三木市吉川町湯谷567
スタート方式	 大洞・湯谷・清水の3コース
	 1番ホールから同時スタート。
組 合 せ	 �お申し込み時のご希望に出来

るだけ沿うように決定します。
同期会での参加も大歓迎です。

費　　用	 キャディ付＝約13,600円。
	 �上記にはプレー費、昼食、会

食(ソフトドリンク付き)含む
会　　費	 3,000円
	 （賞品代・諸費に充当）

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
25

我
々
41
期
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
の
同
窓
会
に
は
恩
師
の

先
生
、
生
徒
を
併
せ
て
総
勢
約
1
7
0
名
の
参
加
で
盛

大
と
な
り
、
あ
っ
と
い
う
間
の
3
時
間
。
恩
師
先
生
方

全
員
が
ご
挨
拶
を
下
さ
り
、
25
年
前
の
授
業
の
感
覚
が

甦
り
ま
し
た
。
同
窓
生
参
加
者
全
員
も一言
ず
つコ
メ
ン

ト
、
近
況
等
を
報
告
し
ま
し
た
。
卒
業
か
ら
25
年
も

経
た
こ
と
が
不
思
議
な
ぐ
ら
い
、
当
時
の
こ
と
が
次
々
と

甦
り
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
同
窓

会
準
備
で
は
、
41
期
の
全
生
徒
約
6
7
0
名
で
し
た
の

で
、
名
簿
上
連
絡
先
が
分
か
ら
な
い
人
も
多
く
、
連
絡

先
探
し
が
大
変
な
作
業
で
し
た
が
、
最
近
で
は
S
N
S

な
ど
便
利
な
ツ
ー
ル
も
増
え
た
の
で
有
効
活
用
す
る
こ

と
が
必
要
と
思
い
ま
す
。
加
え
て
個
人
情
報
の
管
理

が
大
変
で
、
豊
陵
会
事
務
局
の
方
の
ご
苦
労
が
よ
く
わ

か
り
ま
し
た
。
我
々
が
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
た
の
は
、

偏
に
豊
陵
会
の
諸
先
輩
方
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
今

後
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
同
期
に
呼
び
か
け
て
豊
陵
会

の
活
動
を
盛
り
上
げ
よ
う
、
と
強
く
感
じ
た
次
第
で

す
。
改
め
ま
し
て
、
ご
出
席
い
た
だ
い
た
恩
師
先
生
方
、

同
期
の
方
、
豊
陵
会
の
皆
様
方
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
42
期
の
方
々
は
、
早
々
に
準
備
に
取
り
掛
か
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
、
さ
ら
に
盛
大
な
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
を

期
待
し
、エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
！

41
期
豊
陵
会
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
同
窓
会
実
行
委
員

白
木
智
巳

2014総会レポート

豊
高
・
先
生
・
仲
間 

あ
の
こ
ろ
の
ま
ま
の
心
が
…

奮って
ご参加を！
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新しいメディア出現による一般生活の変化
20世紀の末には、4G（フオジェル）言語ブームの到来が訪れた。

それ以後、一般のIT道具としてWindowsをベースとしたパソコンが
進歩し続け、一般に使われる時代に入った。これは一般の開発専門
家から一般の人がコンピュータに向かいあう時代の草分けであった
とも言える。しかしながら、パソコンは資料作成や表計算、業務、プ
レゼンテーションを行う、あくまでも仕事の道具であった。そして、
21世紀に入って約10年を経て、通信網も進歩とも相まって音楽、写
真/映像処理、音声処理を自由に扱える道具として進化し、楽しく一
般生活の新しいメディアとしてタブレットに進化した。このタブレッ
トブームの代表がiPadやiPhoneやiPod等である。これら講演、教
育、スポーツ、etcの分野でも多く使われパソコンをはるかに凌駕し

つつある。一方、この急激な変化、
20世紀のパソコンブームも無視
してきた層、乗り遅れた層、新し
いタブレットブームに戸惑う層の
3つの層の間に大きな溝（ITハザー
ド）を生みだしつつある。

豊陵会と IT推進部会の役割
IT推進部会では豊陵会活動の活性化を側面から支援する目的で以

下の4つの活動を行っています。

1.	 ITの面からの豊陵会の盛り上げ!!
	 豊陵会資料部会の整理/保存情報のデジタル化の推進
	 資料室に現存する豊陵会資料の内、
	 “豊陵会（創刊号〜第64号）”、“紙焼き写真ファイル”を

デジタル化しPC及びニューメディア（iPad)に保存
	 現行の豊陵会事務室（会報部会）のIT環境の不具合を保守
2.	 各期同期会の支援
	 “豊陵会デジタル・アーカイブス”等の情報提供と

同期会や同期会盛り上げのためのIT機材の貸出
	 “豊陵会デジタル・アーカイブス”の提供
3.	 5年先を見据えてのIT環境の検討
4.	 豊陵会向けIT技術習得講座（iPad入門講座）の開催

第
67
期
生
の
卒
業
式
が
、
3
月
4
日
午
前
10
時
か
ら
母
校
体
育
館

で
行
わ
れ
、
3
5
8
名
が
学
び
舎
を
後
に
し
た
。

下
川
清
一
校
長
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
一
層
進
む
中
で
、
皆
さ
ん

は
国
際
社
会
で
活
躍
す
る
人
材
に
育
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

異
な
る
専
門
分
野
と
の
協
同・コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
力
、
専
門
性・

ス
キ
ル
を
磨
き
学
び
続
け
る
力
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
問
題
を

解
決
す
る
力
が
大
事
だ
。
謙
虚
に
学
び
続
け
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、

日
本
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
、
地
域
・
大
阪
の
発
展
に
寄
与
す

る
人
材
と
し
て
活
躍
し
て
ほ
し
い
」と
は
な
む
け
の
言
葉
を
贈
っ
た
。

こ
の
後
、
2
年
生
の
後
藤
啓
太
君
が
、「
先
輩
に
学
ん
だ
こ
と
は
人

生
の
宝
物
で
す
、
伝
統
を
受
け
継
ぎ
後
輩
に
つ
な
い
で
い
き
ま
す
」と

送
辞
を
贈
り
、
卒
業
生
代
表
の
細
木
梨
世
さ
ん
が
、「
私
達
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
未
来
に
向
け
て
、
本
校
で
学
ん
だ
知
識
経
験
を
生
か
し
、
支

え
て
く
れ
る
仲
間
と
共
に
前
に
進
ん
で
い
き
た

い
」と
力
強
く
話
し
た
。

卒
業
と
同
時
に
豊
陵
会
員
と
な
る
新
卒
業
生

に
、
永
田
武
全
会
長
は
、「
各
分
野
で
活
躍
し
て

い
る
先
輩
た
ち
と
の
タ
テ
の
関
係
を
生
か
し
な

が
ら
、
本
日
卒
業
し
た
同
期
の
仲
間
と
の
ヨ
コ

の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て
、
豊
か
な
人
生
を

歩
ん
で
下
さ
い
」と
歓
迎
の
言
葉
を
贈
っ
た
。

豊
高
で
の
学
校
見
学
に

自
治
会
が
資
料
室
を
案
内

私
た
ち
自
治
会
執
行
部
は
11
月
1
日
に
行
わ
れ
た
中
学
生
向
け

の
学
校
見
学
の
と
き
、
豊
陵
資
料
室
の
案
内
を
行
な
い
ま
し
た
。

資
料
室
に
は
豊
中
高
校
の
歴
史
に
関
す
る
興
味
深
い
資
料
が
多
く

保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
訪
れ
た
中
学
生
の
子
供
た
ち
は
、
戦
時
中

の
学
校
の
写
真
や
実
際
に
使
わ
れ
て
い
た
教
科
書
を
見
て
、
今
と

昔
の
違
い
に
驚
き
つ
つ
感
心
し
た
よ
う
に
じ
っ
と
見
て
い
ま
し
た
。

中
学
生
に
と
っ
て
、
自
分
が
入
る
高
校
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が

出
来
る
の
は
と
て
も
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
中
学
生
だ
け
で

な
く
保
護
者
の
方
も
見
学
に
来
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
豊
中
高
校
の

長
い
歴
史
を
示
す
様
々
な
資
料
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
時
に
は
私
た

ち
に
話
し
か
け
、
私
た
ち
の
説
明
を
興
味
津
々
と
聞
い
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
中
に
は
O
B
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て「
ぜ
ひ
自
分
の

子
供
た
ち
に
見
せ
た
い
」「
昔
は
資
料
室
が
な
か
っ
た
。
で
き
て
う
れ

し
い
」と
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

今
回
の
案
内
で
、
私
た
ち
も
こ
の
資
料
を
大
切
に
守
り
、
後
世

に
受
け
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

見
学
に
来
ら
れ
た
皆
さ
ん
と
資
料
室
を
運
営
・
管
理
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
旧
職
員
・
高
2
の
浅
井
先
生
ほ
か
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
に
感
謝
し
ま
す
。�

（
自
治
会
執
行
部
・
高
68 

後
藤
啓
太
）

資
料
室
の「
現
代
社
会
」授
業

生
徒
は
ど
う
受
け
と
め
た
？

2
年
続
い
た
資
料
室
を
活
用
し
た「
現
代
社
会
」の
授
業
。
生
徒

は
資
料
室
の
展
示
か
ら
ど
ん
な
こ
と
に
興
味
を
持
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
感
想
文
か
ら
一
部
を
紹
介
す
る
。

▼�

高
校
生
が
作
っ
た
と
は
思
え
な
い
充
実
し
た
内
容
の「
豊
陵
新

聞
」。
休
刊
は
残
念
。
作
り
た
い
気
持
ち
は
あ
る
が
昔
の
レ
ベ

ル
に
追
い
つ
け
る
か
。

▼�

校
歌
が
3
番
ま
で
あ
っ
た
と
は
…
。
改
め
て
校
歌
の
歌
詞
を
見

直
し
て
北
原
白
秋
の
持
つ
若
人
へ
の
期
待
を
理
解
す
る
こ
と
。

▼�

剣
道
部
の「
日
本
一
」、
ア
メ
フ
ッ
ト
の「
日
本
初
」。
こ
う
し
た

伝
統
を
誇
り
に
し
た
い
。

▼�（
空
襲
時
に
投
下
さ
れ
た
爆
弾
破
片
の
戦
争
中
の
写
真
か
ら
）

戦
争
の
無
い
平
和
に
感
謝
。

▼�

14
学
級
で
6
7
0
人
の
新
入
生
。
人
口
の
変
遷
は
昭
和
史
の
一

つ
の
学
習
過
程
。

▼
服
装（
体
操
服
も
含
め
）時
代
の
流
れ
を
知
る
。

こ
う
し
た
感
想
を
含
め
、
豊
高
生
と
し
て
の
誇
り
を
再
認
識
し

た
と
い
う
感
覚
を
持
っ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
。

文理学科、普通科とも、府内でもっとも狭き門
27年前期・文理学科入試の合格発表が3月2日、また、

後期・普通科の合格発表は3月23日に母校正面玄関であっ
た。両日とも、発表の30分以上前から受験生や保護者ら
がつめかけ、校門から玄関までをぎっしりうめる熱気あふ
れる発表となった。

文理学科は、定員160人に志願者が552人（競争倍率
3.45倍）、文理学科10校の中で最も狭き門。昨年（競争倍
率3.33倍）より厳しくなった合格を目指して2月23日学力
検査し、この日の発表となった。

後期の普通科は、定員200人、志願者395人（競争倍率
1.98倍）で、府内で最も倍率が高い。3月16日の学力検査
を経て、昨年（競争倍率1.87倍）より一層狭い関門をくぐり

ぬけて、前期合格者ととも
に70期生が誕生した。

なお、前期と後期の2回制
の入試は今年で終わり、来
年からは後期日程の一般入
試に一本化される。

IT推進部会から

67期生、3月4日に卒業式

豊
陵
資
料
室
だ
よ
り

70期生入試の合格発表
豊
陵
会
、
3
5
8
名
の
新
会
員
を
迎
え
る
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豊陵会　2014年の決算・2015年の予算

増えた協力金、経費圧縮にも成果
豊陵会会員の皆様方には平素から多大な協力金及

び寄付金を賜り感謝申し上げます。
平成26年の収支報告に関しまして概略のご説明を

させて頂きますが、平成26年度の特記事項としまし
て、名簿発行に関しましての調査票をお送りしまし
たところ、皆様方より多額の協力金を賜る事が出来
ました。おかげさまで、収入の部は予算比大幅な過
達となり心より御礼申し上げます。支出の部に関し
ましても前々年・前年同様経費の圧縮に注力しまし

た結果、収支合算しまして約470万円の余力を計上す
る事が出来、平成27年への繰越金900万を見込める結
果となりました。
本年は秋に名簿の発行を予定しており、協力金・

寄付金に加えまして名簿の広告掲載・ご購入とお願
いすることが多くありますが、豊陵会活動には会員
皆様方のご支援ご協力が不可欠でございます。何卒
宜しくお願い申し上げます。
� （副会長　中島　守）

一般会計　収支計算書　（自  平成26年１月１日  至  平成26年12月31日）�(単位：千円未満切捨て)

収  入  の  部 決  算 予  算 支  出  の  部 決  算 予  算

前期繰越収支差額 4,448 4,000 豊陵会報発行費 3,453 3,500

総会開催費 962 1,150

豊陵会協力金 10,057 4,885 学校行事支援金 530 530

一般会費収入 3,195 3,200 卒業記念品贈呈費 267 268

寄付金 1,303 500 豊陵会報部会 104 150

会報広告収入 619 500 豊陵資料室 78 110

総会出席会費収入 1,021 1,000 IT 推進部会＊ 106 100

総会時販売等収入 190 250 東京支部補助金 150 150

利息収入 4 3 中部支部補助金 100 100

雑収入 137 15 事務局費＊ 2,941 2,600

諸会議費 893 1,500

事務機器使用料＊ 626 500

事務用品備品購入代 450 700

事務局光熱費 107 110

電信電話料 99 140

通信費 179 200

交通費 41 50

慶弔費 0 40

協力金等払込手数料＊ 239 135

協力金引落手数料＊ 15 11

振込手数料 1 25

雑費 8 25

名簿特別会計繰入 500 500
次期繰越収支差額 9,122 1,759

（うち、当期収支差額） ('4,673)

計 20,974 14,353 計 20,971 14,353
（注＊）これら5科目は当初予算を超過しましたので他の支出予算より彼此流用しました。
また一般会計とは別に記念事業特別会計から500万円を名簿特別会計に繰入しました。

一般会計　収支予算書（自  平成27年1月1日  至  平成27年12月31日）� （単位：千円)

収  入  の  部 予  算 前年度予算 支  出  の  部 予  算 前年度予算

前期繰越収支差額 9,000 4,000 豊陵会報発行費 3,700 3,500

総会開催費 1,250 1,150

豊陵会協力金 7,885 4,885 学校行事支援金 530 530

一般会費収入 3,200 3,200 卒業記念品贈呈費 280 268

寄付金 500 500 豊陵会報部会 150 150

会報広告収入 500 500 豊陵資料室部会 110 110

総会出席会費収入 1,000 1,000 IT 推進部会 100 100

総会時販売等収入 200 250 東京支部補助金 150 150

利息収入 3 3 中部支部補助金 100 100

雑収入 15 15 事務局費 3,200 2,600

諸会議費 1,500 1,500

事務機器使用料 650 500

事務用品備品購入代 700 700

事務局光熱費 120 110

電信電話料 140 140

通信費 200 200

交通費 50 50

慶弔費 40 40

協力金等払込手数料 250 135

協力金引落手数料 11 11

振込手数料 25 25

雑費 25 25

事務局便り発行費 3,500
名簿特別会計繰入 0 500

予備費 5,522 1,759

計 22,303 14,353 計 22,303 14,353
（注）科目間の彼此流用は正副会長会議で決めることができる
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■旧職員 今安達也さん（１９６２～ 73・生物）　14年5月「一教師の半生
＝豊高紛争から武庫川女子大学まで＝」を私家出版。豊高教諭→府
教育委員会教育監→武庫川女子大副学長、と経験した現役時代の
ことを顧みた記録集。第一部「豊高紛争の記録」は1969年6月、講演
会場に欺瞞的講演会粉砕をとなえて、外部の青年の乱入から始まっ
た豊高紛争の解決に奔走した「職員室から見た記録」。「いま思うと、
大人なってゆこうとする生徒たちの気持ちをもっと理解できておれば…」
と出版後の心境を語った。

■旧職員 秀島保男（踏波）さん（1970 ～ 91・書道＝豊陵会報の題字の
筆者）　12月16日～ 3月8日まで神戸・BBプラザ美術館で開かれた「震
災から20年・震災記憶美術」展に出展14人のうちの書家として大作「生」

（1995年）を出展した。
■高8 新宮晋さん　かねて提唱の自然エネルギーで自立する村「ブリー

ジング・アース」（呼吸する大地）を実現する場所を探していたが、候
補地の１つだったイタリア・マテーラ市が「2019年欧州文化都市」に決ま
り、その時までに村が実現しそうだ。1月25日日経文化欄に「未来を開く」
として経緯を寄稿した。5月22日には兵庫県三田市の県立有馬富士公
園内に昨年オープンした「新宮 晋  風のミュージアム」で、現代アートと
伝統芸能が融合するユニークな薪能「風の能」を開催する。

■高9 長岡壽男さん　1月26日の日本経済新聞文化欄に「大正住宅・洋
風先取り＝博覧会生まれの我が家に興味、大阪・箕面で街の変遷研
究＝」が掲載された。いま住まっている築90年の家は奥さんの祖父が
買ったのち3代住み続け、国の登録文化財に指定されている。という

のも1922年（大正11）9月、つまり豊中中学が現在地の新校舎に引っ
越したと同じ時期に、旧箕面村で日本建築協会主催の「住宅改造博
覧会」が開催され、人びとの生活が和風から洋風に変化する過渡期
に新しい住宅や都市の在り方を啓蒙するイベントが行われた。終了後、
25戸の展示住宅が売却され現存は7戸のみ。この間の近隣の変遷や
時代の動きを理事を務める大阪青山学園の紀要で論文にまとめたもの
が新聞社文化部の目に留まり寄稿となった由。

■高11 北之坊皓司さん　元大阪府議。14年秋の叙勲で府市あわせ
て28年間の地方自治功労者として旭日小綬章を受けた。12月14日のホ
ノルルマラソンに初参加。「雨と風のコンディションでリタイアした人もおり
走っても走ってもゴールが遠かったが完走して気持ちが良かった。また
行ってみたい」。

■高12 阿賀敏雄さん　関西支部長をつとめるNPOリタイアメント情報セ
ンター（理事長高12竹川忠徳さん）が、講師に中23川島康生さん（国
立循環器病研究センター名誉総長）を迎え「高齢者の心臓病とその治
療」のテーマに講演会を3月12日ホテル・アイボリーで開催。「一二三会」

（同年入学の中23・高1の会）を中心に各期有志からの協力金・寄付
で講演会は黒字となり、収益金全部の351,886円が豊陵会に寄付され
た。

■高15 畠中誠二郎さん　元総務省総務審議官。14年秋の叙勲で瑞
宝重光章を受章。07年から中央大学総合政策学部教授。公務員試
験を目指す学生の指導もする。今の学生を指導しての思いは「まじめ
だが、少し覇気がない感じがする」とのこと。

2月にベトナムのハノイオペラハウスで、『竹
取物語』かぐや姫を演じて参りました。ベトナム
と日本の文化・芸術交流パートナーシップのプ
ロジェクトとしての公演でしたので、歌手もスタッフも日越合同キャスト、オー
ケストラはベトナム国立交響楽団、合唱はベトナム国立オペラ＆バレエの
方々、誰にとっても初めてだらけのオペラ公演でした。ベトナム語を字幕
で流す形で、歌詞、せりふは全て日本語でしたが、皆さんとても一生懸
命、素敵に日本語を歌って演奏してくださいました。

私も少しベトナム語を教えてもらい、いくつかの台詞をベトナム語にしま
した。ふふ。ちゃんと通じました！ 現地のお客様は楽しいところではゲラ
ゲラ笑ってくださったり、ちょっとしたラブシーンに“きゃー ”と声が出たり、
最後には涙してくださいました。人が人を思いやる心、育ててくれた人を
大切に思う気持ち、愛する人との別れを悲しみ、その人の弥栄を祈る…
というのは世界共通なんだなぁと改めて感じ、《旬の時間》を過ごさせて
頂いた事がとても幸せでした。

オペラというとなんだか敷居が高くて、と思われる方もいらっしゃるでしょ
うが、オペラは歌やストーリーだけではなく、衣装や舞台装置、様々な
方向から楽しんでいただける総合芸術です。オペラ『竹取物語』は8月8
日・9日にびわ湖ホールにて、日本初の舞台上演として新演出で公演しま
すので、ぜひ足を運んでいただけると嬉しいです。

もう震災から4年が過ぎました。5月10日に、今年で5回目になります《東
日本大震災復興支援チャリティ・デュオ・コンサート》を神戸の松方ホー
ルでさせていただきます。姉（※１）と一緒に｢支援を10年続けよう｣と言っ
て始めたコンサートで、毎年、母の日に開催しています。豊高時代の軟
式テニス部の大切な友人たちが受付を手伝ってくれ、テニス部のみんな
や、顧問の塩見先生、そしてそこから広がった、たくさんの方々が集まっ
てくださいます。東北の支援のため何ができるだろうということを考え続け、
この想いを東北の皆様に届けていきたいと思っています。（※２）　豊高の
みんなが一緒に支えてくれていることに感謝しつつ。

5月31日には豊陵会の総会があり、私達42期はホームカミング25の年
なので、同級生のいろんな方から連絡が来て、とても楽しみで、みんな
で盛り上がっています。� （取材=古澤）

※１　幸田さと子さん。バイオリニスト。桜塚高40期生
※２　コンサートの収益金は「桃・柿育英会　東日本大震災遺児育英資金」に寄付

世界で活躍する
オペラ界のミューズ

高42期　幸田浩子さん　
（オペラ歌手）

写真：2015年2月『竹取物語』ハノイ公演より
写真：海上自衛隊写真の前で

日本企業が米国で国際特許訴訟を起されると、日本ではどうしても避
けて通られがちです。まず訴訟前段階での証拠開示（ディスカバリー）の
証拠資料作りで、すでに苦戦を強いられ、泣き寝入りや不利な状態で
の和解が成立することが多いです。

確かに、膨大なデータの閲覧・検索・内容吟味・精査という煩雑、
しかも精度の高い作業が求められるうえに、日本語から英語の翻訳作業
は、とても繊細で微妙なニュアンス表現が求められるため、日本企業にとっ
て訴訟大国の米国では完全に不利な立場となっていました。

そんな中、グローバルに活躍する日本企業の技術を守るため、この膨
大な証拠開示の手間をエキスパートの勘を学習する人工知能が人間に
代って、資料の閲覧から翻訳までの作業を担い、人は人工知能によっ
てまとめられた証拠をチェックするだけという時代に移行しつつあり、大国
と対等に争えるようになってきました。この人工知能に文系・理系・芸術
を問わずあらゆる技術や感性・人間の勘などを学習させてさらなる開発
を手がけています。この人工知能は、中国語・韓国語にも対応でき、
米国・アジアで日本企業の十分な活躍を支えるもので、日夜、新しい言葉・
言語・使われた背景などを学習・更新・刷新し続け、将来的にも安心
して使え、日本企業が自信を持ってグローバルな活躍をしてほしいと願っ
ています。

さらに、人の勘を学習し続ける人工知能ノウハウを今後は、医療やマー
ケティングなど他の分野にも応用してゆきます。

豊高を卒業してから1989年に防衛大学校理工学部電気工学科を卒
業し、海上自衛隊に任官しました。2003年に現在の会社を設立しました。
特に豊高（バスケットボール部がんばりました）やそれ以前も含めて主にス
ポーツで培われた自ら精一杯に頑張る力や、海自で見た世界の海軍（国
際観艦式など）でグローバルな体験をし、日本企業を守ることには、海自
時代の国防の意識などが活かされ現在に至っていると思います。
� （取材=南里）

人工知能を駆使して
国際特許の訴訟を担当する
高37期　守本正宏さん

（株式会社ＵＢＩＣ 代表取締役社長）
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11月15日、名古屋商工会議所の名商グリルにおいて、永田会長・
下川校長の出席をいただき、第７回豊陵会中部支部総会・懇親会を
開催しました。

恒例の講演会は、講師を食と酒のジャーナリストの山同敦子氏（高
２７期）にお願いし「劇的に進化した日本酒! 新時代の魅力を味わう」と
いうテーマでお話いただきました。

現代は史上最も美味しい日本酒が飲める時代で、飲み手にとって
は幸せな時代であること。それは、若い蔵元が新しい感覚で日本料
理だけではなく、幅広い料理にマッチした多くの日本酒を作り出して
いるから、という食欲を刺激するお話でした。

その後の懇親会では、講演の中でご紹介いただいたお酒６種類と
そのお酒にマリアージュした料理を名商グリル様にご用意いただき、
皆様に実際に味わっていただきました。新しい趣向でますます懇親
の輪が広がった１日でした。
� （中部支部書記　高27　矢田一之）

日本酒、新時代の魅力
第7回中部支部総会

今年は
11月7日（土）

15時開催

　今年2015年の総会・懇親会は11月７
日（土）午後３時から名商グリルで開催し
ます。今年も新しい趣向を加えた、手作
りの楽しい総会にしたいと思います。
ぜひご参加ください。

東京支部

東京支部総会・懇親会
6月27日（土）ハイアットリージェンシー東京で開催

中部支部

「丸岡先生を囲む会」も　　
東京支部２０１４年度の総会

2014年度東京支部総会・懇親会は、６月２１日正午から昨年に続き、
新宿のエレガントなシティホテル、「ハイアットリージェンシー東京」で開
催されました。

梅雨の晴れ間の好天気になり、永田武全豊陵会会長、母校の下川清
一校長先生、恩師ご招待の丸岡一清先生の3人のご来賓をお迎えし、
138名の皆様にお集まりいただくことができました。

今年も着席ビュフェスタイルで、ゆっくりと和やかな食事と歓談が進
むなか、恒例のマッチング＆アピール・コーナーでは、皆様からのいろ
いろな活動の紹介、そして鍋島由紀子（33期）さんのミニライブと、同
窓生のつながりを深め、活気を高めるコーナーとなりました。有志会
員提供のプレゼント争奪じゃんけん大会で大いに盛り上がる中、校歌を
全員で斉唱し、総会・懇親会は幕を閉じました。
このあと二次会に繰り出す期もあり、また別室で用意された「丸岡先

生を囲む会」には、担任期、ハンドボール・水泳・サッカー各部の38名
の皆様が相集い、和気あいあいと昔にかえって懐かしく、楽しい語りあ
いが続き別れを惜しみながら午後5時30分過ぎにお開きとなりました。
� (東京支部支部長　高13　松本　洋）

平成27年6月27日（土）正午から、今年も新宿のハイアット
リージェンシー東京で開催します。東京支部恒例の「恩師招待」
は、昭和44年から61年までの長きにわたり在職された国語科担
当の中倉邦雄先生(高校11期卒)をお招きします。多くの皆様に
年に一度の総会懇親会をお楽しみいただけるよう鋭意企画を進
めております。最新情報はfacebook「豊陵会東京支部」で逐一
お知らせいたします。ご期待下さい。首都圏在住の同窓の皆様
方の縦・横の絆と交流を深めていただける絶好の機会です。お
誘い合わせの上多数ご出席下さいますようご案内申し上げます。

個別のご案内は、５月上旬に各期の常任委員から発送・発信しま
すが、新たに首都圏に転入されたりして届かない方は東京支部事
務局（houryou.tokyo@gmail.com）までメールでお知らせ下さい。
案内状と払込取扱票をお送り致します。

会　費 事前振り込み 当日払い
一　般 8,000円 8,500円 
夫婦（２名分） 15,000円 16,000円 
学　生 1,000円
新卒生（67期） 無料ご招待

丸岡先生を囲む会で

最後に大きな声で校歌を斉唱
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す
。

昭
和
30
年
代
の
前
半
で
車
の
量
も
少

な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
全
校
生

1
、
3
0
0
名
余
り
が
順
次
ド
ッ
と
道

路
に
走
り
出
て
来
る
の
で
す
。
よ
く
そ

の
様
な
校
外
走
が
実
施
出
来
た
も
の
と

現
在
の
道
路
事
情
か
ら
は
驚
き
で
す
。

次
の
年
か
ら
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た

と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
周
り
の

風
景
も
す
っ
か
り
変
わ
り
ま
し
た
。
約

60
年
前
の
懐
か
し
く
苦
し
い
思
い
出
の

ひ
と
こ
ま
で
す
。

空
気
の
中
、
二
曲
目
は
名
曲「
タ
イ
ム

マ
シ
ン
」。「
タ
イ
ム
マ
シ
ン
」を
バ
ッ

ク
に
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
…
。
今
で
は
懐
か

し
い
思
い
出
の
ひ
と
コ
マ
で
す
が
、
そ

の
我
が
学
年
の
伝
説
の
ヒ
ー
ロ
ー
バ
ン

ド
、
P
U
M
P
K
I
N
は
最
近
も
、
と

き
ど
き
リ
バ
イ
バ
ル
ラ
イ
ブ
を
開
催
‼

ラ
イ
ブ
に
当
時
の
メ
ン
バ
ー
、
フ
ァ
ン

が
集
合
す
る
こ
と
も
多
く
な
り
、
同
窓

会
の
時
は「
次
の
ラ
イ
ブ
は
い
つ
か
な

〜
」な
ん
て
定
番
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

の
建
物
は
、
体
育
器
材
を
保
管
す
る
建

物
で
体
育
の
先
生
の
事
務
室
で
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
他
、
懐
か
し
い
風
景
や

出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
三
年
生
の

中
頃
か
ら
は
、
通
学
は
せ
ず
、
大
阪
三

国
の
工
場
に
毎
日
通
勤
す
る
日
々
と
な

り
、
や
が
て
大
阪
、
豊
中
大
空
襲
で
工

場
も
、
私
の
豊
中
の
家
も
爆
弾
で
吹
き

飛
ば
さ
れ
、
私
の
豊
中
時
代
は
終
り
ま

し
た
。
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仲
間
が
い
る
部
室

高
52
期
　
加
味（
恩
田
）朝
美

私
の
豊
高
の
思
い
出
は
、
部
活
、
そ

れ
に
尽
き
ま
す
。

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属

し
て
い
た
の
で
す
が
、
授
業
前
の
朝
練

に
始
ま
り
、
放
課
後
の
練
習
後
も
学
校

前
の
た
こ
焼
き
屋
さ
ん
で
ひ
と
し
き
り

お
し
ゃ
べ
り
。
土
曜
も
日
曜
も
当
然
練

習
で
、
当
時
は
家
族
よ
り
も
長
い
時
間

を
部
員
と
一
緒
に
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。
中
で
も
思
い
出
深
い
の
が
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
囲
ま
れ
た
、

３
畳
ほ
ど
の
狭
い
部
室
。
最
上
級
生
だ

け
が
使
え
る
ロ
ッ
カ
ー
、
い
つ
か
ら
貼

ら
れ
た
の
か
キ
ム
タ
ク
の
ポ
ス
タ
ー
。

全
員
入
れ
ば
座
る
場
所
も
な
い
ほ
ど
で

し
た
が
、
み
ん
な
で
部
活
終
わ
り
に
お

菓
子
を
広
げ
て
食
べ
た
り
、
時
に
は
本

気
で
ぶ
つ
か
り
あ
っ
て
泣
き
な
が
ら
話

合
い
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
教

室
を
出
て
、
部
室
の
ド
ア
を
開
け
た
瞬

間
に
い
つ
も
の
メ
ン
バ
ー
が
そ
こ
に
い

る
、
あ
の
何
と
も
言
え
な
い
ほ
っ
と
し

た
感
じ
。
大
好
き
な
場
所
で
し
た
。
あ

の
狭
い
部
室
や
体
育
館
で
過
ご
し
た
濃

密
な
時
間
は
、
今
で
も
一
瞬
で
当
時
に

呼
び
戻
し
て
く
れ
る
、
大
切
な
思
い
出

で
す
。

豊
高
時
代
の
思
い
出・コ
ラ
ー
ジ
ュ

�

高
42
期

■�

部
活
の
あ
と
は
、
や
っ
ぱ
り
ル
ル
で

し
ょ
。
ル
ル
ノ
ー
ト
も
超
な
つ
か
し

い
。
日
遅
れ
の
菓
子
パ
ン
ご
ち
そ
う

さ
ま
で
し
た
。�

（
石
井
秀
史
）

■�

1
年
の
時
は
部
活
終
了
を
告
げ
る
下

校
の
音
楽『
戦
場
の
メ
リ
ー
・
ク
リ

ス
マ
ス
』が
救
い
で
し
た
。
今
で
は

思
い
出
の
曲
で
す
！�

（
小
林
知
博
）

■�

学
食
の「
お
に
ぎ
り
定
食
」、
サ
ッ

カ
ー
部
で
人
気
だ
っ
た
け
ど
、
早
く

い
か
な
い
と
す
ぐ
売
り
切
れ
る
ん
よ

ね
…
。�

（
酒
匂
建
文
）

■�

ド
イ
ツ
語
で
の
第
九
。
必
死
で
覚
え

た
事
も
全
員
で
の
合
唱
も
懐
か
し
い

な
…
。
音
楽
選
択
の
皆
さ
ん
！
年
末

に
は
第
九
、
口
ず
さ
ま
れ
て
ま
す

か
？�
（
西
田
有
里
）

■�

昼
休
み
、
ク
ラ
ブ
の
仲
間
た
ち
と
の

集
合
場
所
だ
っ
た
中
庭
。
最
後
の
授

業
の
日
が
大
雪
で
、
真
っ
白
に
雪

化
粧
し
た
風
景
が
印
象
深
い
な
あ
。

�

（
島
本
雅
也
）

■�

家
庭
科
の
1
分
運
針
、
た
だ
の
並
縫

い
に
苦
労
し
た
。
今
か
ら
思
え
ば
、

基
本
を
大
切
に
、
丁
寧
に
物
事
に
あ

た
る
練
習
だ
っ
た
な
ぁ
。

�

（
村
上
陽
子
）

■�

高
2
の
体
育
祭
の
応
援
団
、
毎

晩
飽
き
ず
に
練
習
し
ま
し
た
。

W
H
A
M
!
の
曲
で
。
体
育
祭
の
方

は
記
憶
が
な
い
・
・
・
。

�

（
山
形
美
由
紀
）

豊
高
あ
ん
な
こ
と
、
こ
ん
な
こ
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ン
ケ
ー
ト

豊
陵
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
好
評
の「
豊
高
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
ア
ン
ケ
ー
ト
」。

豊
陵
会
報
版
に
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

① 

修
学
旅
行
は
ど
う
で
し
た
か
　
② 

下
校
途
中
ど
こ
に
寄
り
道
し
ま
し
た
か

③ 

名
物
先
生
に
つ
い
て
書
い
て
く
だ
さ
い
　
④ 

体
育
祭
の
思
い
出
を
書
い
て
く
だ
さ
い

⑤ �「
豊
陵
会
」と
い
え
ば
ど
ん
な
こ
と
を
連
想
さ
れ
ま
す
か

⑥ �

あ
な
た
の「
同
期
会
」に
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か

①
～
④
の
質
問
に
対
し
２
つ
、
⑤
～
⑥
で
１
つ
選
ん
で
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高
36
　
岩
崎
泰
昌

①	�

開
業
し
た
ば
か
り
の
東
北
新
幹
線
で
東
北
へ
行
き
ま
し
た
。
当
時
は
大
宮
か
ら
盛

岡
ま
で
し
か
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
だ
国
鉄
時
代
で
す
。

②	�

時
々
豊
中
駅
近
く
の
喫
茶
ポ
エ
ム
へ
行
き
ま
し
た
。チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
が
お
い
し
か
っ

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

⑥	�

同
期
会
で
再
会
し
て
以
前
の
友
人
と
メ
ー
ル
の
や
り
と
り
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

高
42
　
山
田（
小
田
）夕
美

③	

書
道
の
秀
島
踏
波
先
生

	
�

生
ま
れ
て
初
め
て
ぞ
う
き
ん
で
字
を
書
い
た
衝
撃
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
当
時
は

恥
ず
か
し
か
っ
た
け
れ
ど
今
で
は
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

④	�

体
育
祭
の
予
行
練
習
で
リ
レ
ー
の
ア
ン
カ
ー
だ
っ
た
私（
陸
上
部
）は
、
1
位
の
人

を
抜
か
そ
う
と
必
死
に
走
り
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
前
、
あ
と
少
し
で
追
い
つ
く
と
い

う
と
こ
ろ
で
気
持
ち
が
焦
っ
て
、
私
は
転
が
り
な
が
ら
ゴ
ー
ル
。
結
果
２
位
で
し

た
。
こ
の
記
憶
が
印
象
的
で
体
育
祭
当
日
の
結
果
は
覚
え
て
い
ま
せ
ん（
笑
）。

⑤	「
豊
陵
会
」と
言
え
ば
、「
淺
井
先
生
」。
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

高
46
　
黒
瀧（
辰
巳
）安
紀
子

①	�

長
野
？
で
ス
キ
ー
。
1
月
か
2
月
で
、
バ
ス
で
移
動
の
た
め
だ
っ
た
か
ら
か
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
大
流
行
し
て
、
ク
ラ
ス
の
半
分
く
ら
い
が
か
か
っ
て
い
た
よ
う

な
。
友
達
が
最
終
日
に
こ
け
て
、
骨
折
し
て
び
っ
く
り
し
た
。

③	�

音
楽
の
小
島
紀
子
先
生
。
音
楽
室
に
住
ん
で
い
る
の
で
は
、
と
い
う
噂
が
流
れ
て

い
た
ほ
ど
、
熱
心
な
先
生
だ
っ
た
。
今
思
え
ば
、
先
生
を
し
な
が
ら
リ
サ
イ
タ
ル

を
開
か
れ
た
り
、
す
ご
い
先
生
だ
っ
た
ん
だ
な
、
と
思
う
。

⑥ �

学
年
で
行
な
っ
た
同
期
会
は
１
回
？
だ
っ
た
の
で
は
？　

正
直
あ
ま
り
良
く
知
ら

な
い
。
3
年
が
理
系
の
ク
ラ
ス
で
、
女
子
が
少
な
く
、
女
子
だ
け
の
同
窓
会
を
や
っ

た
り
、
ク
ラ
ブ
の
同
期
や
後
輩
と
も
、
今
で
も
連
絡
を
と
り
あ
っ
て
い
て
、
豊
高

で
会
っ
た
友
達
は
今
で
も
大
切
な
友
達
で
、
感
謝
し
て
い
る
。

や
社
会
人
ラ
グ
ビ
ー
の
選
手
だ
っ
た
先

生
お
二
人
が
顧
問
と
な
り
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

学
校
認
可
の
正
式
な
ク
ラ
ブ
で
は
な

い
の
で
当
然
運
動
場
が
使
え
ず
、
近
く

の
大
曽
公
園
や
阪
大
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が

練
習
場
で
し
た
。
ま
た
隣
の
桜
塚
高
校

や
池
田
高
校
の
ラ
グ
ビ
ー
部
の
練
習
に

参
加
し
た
り
も
し
ま
し
た
。
ま
た
大
工

大
附
属
の
練
習
を
見
学
し
た
と
き
そ
の

迫
力
に
圧
倒
さ
れ
た
こ
と
も
思
い
出
さ

れ
ま
す
。

そ
こ
で
ど
う
し
て
も
学
校
認
可
の
ク

ラ
ブ
に
し
た
く
て
、
運
動
場
を
デ
モ
ラ

ン
ニ
ン
グ
し
た
り
、
運
動
場
の
使
用
割

当
時
間
割
を
ク
ラ
ブ
代
表
者
委
員
会
に

提
案
し
た
り
、
部
員
の
一
人
が
生
徒
会

に
入
っ
た
り
、
ま
た
、
各
教
室
の
黒
板

に
後
輩
や
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
募
集
を
書
い

て
回
っ
た
り
と
…
で
も
認
め
ら
れ
ず
、

運
動
場
も
使
え
ず
、
後
輩
や
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
も
来
ず
、
公
式
試
合
も
一
度
も

出
場
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。３

年
生
に
な
っ
た
と
き
、
同
じ
動
き

を
し
て
い
る
１
年
生
達
が
い
る
と
知
り

声
を
か
け
て
一
緒
に
練
習
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
私
達
は
受
験
の
た
め
解
散
し

ま
し
た
が
、私
の
記
憶
が
正
し
け
れ
ば
、

そ
の
１
年
生
達
は
活
動
を
続
け
、
つ
い

に
学
校
認
可
の
ラ
グ
ビ
ー
部
に
昇
格
さ

せ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

 

35
期
生
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
に
は
、
例

年
な
ら
体
育
系
ク
ラ
ブ
の
練
習
風
景
が

掲
載
さ
れ
る
箇
所
に
、
名
前
も
何
の
説

明
も
な
く
ラ
グ
ビ
ー
部
0
期
生
の
集
合

写
真
が
載
っ
て
い
ま
す
。

高
62
期
同
期
会　

平
成
26
年
12
月
28
日
開
催１

４
０
名
集
合

豊
陵
会
事
務
局
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。�

高
62
津
賀
洋
美

当
日
の
模
様
は
こ
ち
ら
に
保
管
し
て
お

り
ま
す

�
http://1drv.m

s/1FCjO
yR
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平
成
27
年
度
入
試
が
終
わ
り
、
合
格

者
数
の
集
計
結
果
を
別
表
に
示
し
ま
し

た
。
3
月
27
日
時
点
で
の
数
で
す
の
で

誤
差
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
今
後
修

正
を
加
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
最
終
的
な
結
果
は
、
本
校
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　

3
年
生
4
月
時
点
の
志
望
状
況
で
は
、

昨
年
と
比
べ
、
京
大
志
望
と
神
大
志
望

が
や
や
減
少
、
阪
大
志
望
・
大
阪
市
大
・

府
大
志
望
は
例
年
並
み
で
し
た
が
、
結

果
的
に
は
京
大
・
阪
大
・
神
大
の
合
格

者
数
に
つ
い
て
は
、
昨
年
に
比
べ
て
や
や

減
少
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
年

度
入
試
に
お
い
て
は
、
新
課
程
導
入
に

と
も
な
う
理
科
、
数
学
の
先
行
実
施
が

あ
り
、
特
に
文
系
受
験
生
に
と
っ
て
理

科
2
科
目
の
負
担
増
感
お
よ
び
安
全
志

向
も
あ
り
、
夏
休
み
以
降
に
国
公
立
か

ら
私
立
に
転
向
す
る
生
徒
が
増
加
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
国

公
立
の
文
系
志
望
者
の
受
験
人
数
が
減

少
し
た
こ
と
も
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
国
公
立
全
体
の
合
格
者
数
は
、

１
１
７
名
（
昨
年
は
１
２
２
名
）

で
や
や
減
少
し
て
い
る
。
今
年

の
傾
向
は
、
普
通
科
の
生
徒
が

健
闘
し
、
京
阪
神
の
合
格
者
の

割
合
が
普
通
科
58
％
、
文
理
学

科
42
％
（
昨
年
は
普
通
科
32
％
、

文
理
学
科
68
％
）
と
な
っ
て
お

り
、
国
公
立
全
体
で
も
普
通
科
の
数
が

文
理
学
科
を
上
回
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
昨

年
か
ら
の
傾
向
で
あ
る
が
、
今
年
も
筑

波
大
学
や
早
稲
田
大
学
な
ど
関
東
方
面
、

さ
ら
に
九
州
大
学
な
ど
地
方
の
国
公
立

に
も
自
分
の
目
的
に
あ
っ
た
大
学
を
志

望
す
る
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
は
大
学
を

選
択
し
て
い
く
中
で
、
大
変
良
い
傾
向

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後

も
S
S
H
や
課
題
研
究
を
実
施
し
て
い

く
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
に
関
心
を

持
っ
て
勉
学
に
励
ん
で
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
平
成
27
年
度
も
、
9
月
に
は
豊

高
Ｏ
Ｂ
の
方
を
お
招
き
し
て
職
業
別
進

路
講
演
会
を
行
う
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

新
入
生
に
と
っ
て
も
、
文
理
選
択
お
よ

び
進
路
を
考
え
て
い
く
上
で
大
変
参
考

に
な
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ニュースの花かご　  
■生徒からの「クラブ顧問就任要請書」
　各クラブは新年度の活動を始めるにあたって、先生に顧問就任の依頼を書面
で提出。メンバー全員が規律を守って練習・活動をすることを誓約している。「陸
上競技部」の場合、次ような要請書を作った。いまのクラブ活動の様子を知るの
に興味深い内容である。陸上部は昨秋、北摂地区公立高による第29回豊中八高
大会で19年ぶり５回目の総合優勝を飾った。
平成27年度クラブ顧問就任要請書（部員数1年13名、2年27名、合計40名）
　① 私たちは顧問就任の要請をするにあたり、以下のことを誓約します。
　② 本分である勉学を疎かにしません。
　③ 積極的に活動し、レベルの高い集団を目指します。

進路指導部から

2015年大学受験の結果速報
心から深く感謝。退職の先生11名。
よろしくお願いします。転入の先生20名。

　４月１日付の府職員人事異動が発表されました。昨年より異動数多く、退職され
た先生方は長きにわたり、惜しみないご指導・ご厚情・ご尽力をほんとうにありが
とうございました。
　新年度から、英語資格試験等を目指す専門のコースが設けられ、SET（Super 
English Teacher）が配属された。
　転出入のお名前は、次の通り。カッコ内は転出先・前任の校名など。
　略号　退＝定年などで退職。退再＝退職して再任用。期付＝常任講師。非講＝非常勤講師。
■転出等　�首席＝中井一彦（退職）▼国語＝橋本由美子（桜塚）▼社会＝飛田雅孝

（退職）・大鳥章子（三島）▼数学＝藤田一郎（退職）▼理科＝木下真由
美（退期付・山本新採用）・木村泰彦（退期付・柴島）▼体育＝芝保子（退
職）▼芸術（書道）＝吉田由美子（桜塚）▼英語＝高山さと美（柴島）・
岡山久美（退職）・寺井みな枝（退期付・茨木）・山﨑長生（退期付）	 ▼
主査＝辰巳勝則（阪南）▼事務＝上田あけみ（退職）・下平尾良子（退職）

■転入等　�首席＝朝倉淳（豊中教諭から）▼国語＝井上望（北淀）▼社会＝渡辺尚
樹（市岡）・志方洋介（新採用）▼数学＝岡本圭右（北摂つばさ）▼理
科＝中川仁司（教育Ｃ附属）・南川郁夫（新採用）・早川昌志（非講）

	� ▼体育＝福田修一（能勢）・小美野陽子（豊中支援）・山西佑輔（新採用）
▼芸術（音楽）＝手代木佑衣子（交野支援）・長谷川伸子（非講）▼英
語＝佐野智美（港）・岡川宏和（新採用）・岸本健吾（期付）▼ＳＥＴ＝
楠山百合（新採用）▼主査＝山村葉子（施設財務）▼事務＝乾義雄（箕
面）・青野泰三（箕面東）

今年の大学受験結果を進路指導部の資料をもとに掲載します。
3月27日現在、進路指導部が速報値として把握した資料を掲載し

ています。受験生徒からの報告集計であり、今後到着する結果報
告で数値が変ります。確定数値は豊高ＨＰで、また6月の3年生徒へ
の『進路指導資料』に発表される予定です。

■平成27年度入試　　卒業生の合格者数状況（3月27日現在）
（　）内は現役合格者数、私立は延べ数。
【国立大学】小樽商科大1(1)、筑波大3(1)、千葉大1、横浜国立大2(1)、
山梨大1(1)、信州大1、新潟大1(1)、名古屋工大2(1)、三重大2(1)、福井
大2(1)、金沢大1、滋賀大2(2)、京都大4(1)、京都工芸繊維大5(1)、京
都教育大1(1)、大阪大30(16)、大阪教育大12(11)、神戸大26(20)、奈
良女子大1(1)、奈良教育大3(3)、岡山大1、鳥取大2(1)、広島大1(1)、香
川大2(2)、九州大3(3)、防衛大学校2(2)、水産大学校2(1)
【公立大学】横浜市立大1(1)、滋賀県立大2(1)、京都市芸術大1(1)、京
都府大2(1)、京都府医科大1(1)、大阪市大22(19)、大阪府大29(17)、
神戸市外大2(2)、兵庫県立大1(1)、県立広島大1(1)
【主な私立大学】早稲田大13(10)、慶應義塾大4(3)、東京理科大
3(2)、国際基督教大1、青山学院大2(1)、明治大7(4)、中央大3(2)、法
政大7(6)、東洋大3(3)、関西大117(82)、関西学院大150(103)、同志
社大147(85)、立命館大185(108)、京都産業大2(1)、龍谷大11(6)、
京都女子大25 (21)、京都薬科大5(3)、同志社女子大18(16)、大阪医
科大6(6)、大阪薬科大5(4)、近畿大74(50)、大阪工業大4(1)、摂南大
7(6)、関西外国語大9(6)、大和大4(4)、甲南大11(7)、甲南女子大1(1)、
神戸薬科大4(3)、神戸学院大1(1)、武庫川女子大16(16)、神戸女学院
大9(8)、神戸女子大1(1)、兵庫医療大6(6)
【専修学校等】大阪赤十字看護1(1)、国立病院機構2(2)、新大阪歯科
衛生士専門学校1(1)
【就職　なし】

■平成２７年度　教職員の人事異動
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学校生活

平成26年7月3日から6日まで、2年生は北海道へ3泊4日の修学旅行に行っ
てきました。

初日は伊丹空港から飛び立ち、新千歳空港到着後、ノーザンホースパークで
ジンギスカン料理をいただいた後、ファーム富田を訪れて北海道を楽しみました。
２日目は、各自が選んだプログラム（旭山動物園・サイクリング・清流魚釣り・ジャ
ム＆アイス作り）とラフティングを体験し、３日目は、ファームビジット。天候にも
恵まれ、ラフティングでは北海道の大自然を満喫し、ファームビジットでは農業
体験の後でお昼ごはんやメロンをごちそうになりました。また、３日目の夜は全
体レクリエーションが開かれ、生徒が趣向を凝らした出し物を次々に演じ歌い、
楽しい時間を過ごしました。最終日は、小樽でクラス写真を撮影後、グループ
に分かれて小樽の街を自由散策しました。生徒は昼食では小樽の味を堪能し、
たくさんのお土産を買っていました。
この間、ホームページには、例年同様に修学旅行ブログが開設され、リアル

タイムで報告が掲載され、非常に多くのアクセスがありました。

双方の行事とも、あいにくの天気にも関わらず、自主積極的に
立ち上げた実行委員会により、元気・活気・やる気がみなぎり、盛
会となりました。学校外の関心も前回と同様に高く、にぎやかにお
開きとなりました。

今年度４月に台湾の台東女子高級中学の生徒たちが本校を訪れ、２年生
生徒全員と交流会を行いました。そこで国際交流をさらに深めるため、今
度は逆に本校生徒１２名が台東地区を訪問するＳＳＨ研修旅行を３月に実施し
ました。先方の生徒たちもバディとして５日間みっちり付き添ってくれ、ラ
イススクールや森林地区、水産試験所、農業改良場といった施設の見学
や実習を一緒に体験し、専門家の講義も聞くことができました。最終日に
は、お互いの学校で行っている科学研究についての発表会も開催しました。

最初は英語のみという環境に慣れるのに大変でしたが、日を追うにつれ
日常会話はもちろん科学的な議論も平気で行えるほどの成長を見せてくれ
ました。文化交流や研究交流などを通して、日本では知りえない価値観や
大きな刺激に触れ、濃密な日々を過ごすことができました。

平成２７年２月６日、池田市民文化会館アゼリアホールで第３回「豊高プ
レゼンテーション」が開催されました。

今年は、午前中英国語学研修報告・文系理系課題研究発表の後２年
文理学科生徒全員のポスター発表があり、午後は恒例となりました１年
群読合戦・２年女子創作ダンス・音楽発表会を行いました。この１年の
まとめとして１日盛りだくさんの企画となり、本校の一大イベントとして
定着してきました。最後は、２年生の音楽選択生徒も加わり総勢１９１人
で歌う「アナと雪の女王」より劇中歌メドレー“FROZEN”で素晴らしい
フィナーレで締めくくられました。

１年生の希望者と昨年度から継続して参加している２年生の計４５名を
対象に、主に土曜日の午前中を利用し、サイエンスに関わる実験・実習
などを行っています。コミュニケーションやディスカッション、プレゼン
テーションについての特別授業も行い、科学に関する基本的な知識・技
能だけでなく、科学的な思考力や表現力を養うことを目指しています。
ハイレベルな実験はもちろん、身近な現象や問題について深く考え

させられるプログラムが多いため、参加している生徒たちは毎回楽しく
真剣に取り組んでいます。１年間の活動を通じて、理系・文系の枠に囚
われることなく、科学に対する幅広い興味と関心をもった熱心な生徒達
が育ってくれています。

平成26年9月18日（木）、母校一年生各教室および各科目別特別教室に
おいて、卒業生高35期薬剤師から高55期アナウンサーまでの13名が、
現一年生を対象に、進路講演講師として、母校の教壇に立った。本年は、
前回50分講演の1回開講を、30分の講演を２回（14:10 ～ 14:40と
14:55 ～ 15:25）の同じ内容の繰り返しとし、生徒にいろいろな職業の話
を聴く機会を広げた。講師陣は早口で対応したり、内容を凝縮や生徒に
選択してもらうとの工夫をこらした30分を組立て、2回目は疲れの見えた
生徒も少しいたが、２種の話が聴けることはいいことで、かなり熱心に聴
いていたとの感想があった。生徒
たちの感想は、このあと、各講師
に進路指導室より送られる。母校
の教室で、講師たちは、一年生に
かつての自分の姿を映し、一年生
は講師に未来の姿を見ていたなら、
ほんとうに喜ばしいことである。

体 育 大 会・文 化 祭

修　学　旅　行

台 湾　台東合同研修旅行

スーパーサイエンスセミナー

ＯＢによる進路指導

科学への興味と関心

かつての自分・未来の自分
　26年度職業別進路講演会の開催豊 高 プ レ ゼ ン

講師：山本　朝子（高35薬剤師）・名倉　功（高37銀行）・鳥海　亜哉（高39キャ
リアカウンセラー）・豊田　裕司（高39経営）・藤岡　敦子（高41キャビンアテン
ダント）・森　亜子（高41看護師）・安威　俊重（高41技術）・岸本　晃一（高41商
社）・酒匂　建文（高42公認会計士）・小林　知博（高42大学准教授）・大辻　晶子

（高44初等教育）・井上　倫子（高48公務員）・林　マオ（高55アナウンサー）
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◆野球部
　▽秋季近畿地区高校野球大阪府予選
　　堺西５－２豊中
◆サッカー部
　▽大阪高校春季サッカー大会　　１回戦シード
　　豊中１－１吹田東(PK勝ち)　　豊中２－１美原
　　春日丘２－１豊中
　▽大阪高校総体兼選手権大阪大会
　　堺西３－０豊中
◆アメリカンフットボール部
　▽第44回関西高校選手権予選
　　豊中２１－０清教学園　　豊中２１－１０関大一高
　　豊中３６－０箕面自由学園　　高槻３４－７豊中
　▽第44回関西高校選手権大会
　　豊中４３－０長浜　　関学２１－１４豊中
　▽第45回全国高校選手権予選
　　豊中２０－１２浪速　　大阪学芸２０－１３豊中
◆陸上部
　▽第69回大阪高等学校総合体育大会
　　400ｍ　松本拓馬　決勝進出
　　800ｍ　河合春樹(３位)　近畿大会進出
　▽第47回近畿高等学校ユース陸上競技対抗
　　選手権大会　800ｍ　河合春樹　予選敗退
◆男子バレーボール部
　▽大阪府高校総体兼全日本高校選手権地区予選
　　関大北陽２－０豊中
　▽新人大会
　　帝塚山泉ヶ丘２－０豊中　　渋谷２－０豊中
　　春日丘２－１豊中
　▽新人大会２次予選
　　豊中２－０興国　　牧野２－０豊中
◆男子バスケットボール部
　▽第６９回大阪高等学校総合体育大会
　　バスケットボール大会
　　豊中８８－５１島本　　豊中７９－６２関西大倉
　　箕面自由９０－６３豊中
　▽第６２回大阪高等学校バスケットボール新人大会
　　豊中６６－５５福井　　豊中７４－５９淀商業
　　北千里６７－５０豊中
◆女子バスケットボール部
　▽第６９回大阪高等学校総合体育大会
　　バスケットボール大会
　　大商学園７７－５０豊中
　▽第６２回大阪高等学校バスケットボール新人大会
　　豊中７８－３４東淀川　　豊中８７－５０槻の木
　　大阪薫英女学院１０２－４１豊中
◆女子ハンドボール部
　▽春季総体
　　豊中１５－１１大冠　　豊中１４－１１千里
　　箕面１５－９豊中
　▽秋季総体
　　城南学園４２－１３豊中
　▽新人大会
　　豊中３３－８牧野　　北千里１９－１３豊中
　▽市民大会
　　豊中２１－５牧野　　豊中１７－１０摂津
　　豊中１５－６刀根山　　桜塚７－４豊中
◆男子硬式テニス部
　▽大阪高等学校春季テニス大会(団体戦本戦)
　　常翔啓光４－１豊中
　▽大阪高等学校総合体育大会(団体戦)
　　豊中５－０緑風冠　　八尾４－１豊中
　▽秋季公立高校大会(団体戦)
　　豊中３－２大冠　　狭山５－０豊中

◆女子硬式テニス部
　▽大阪高等学校春季テニス大会(団体戦本戦)
　　大阪女学院３－０豊中
　▽大阪高校サマーテニストーナメント
　　(シングルス本戦)
　　豊中６－４大阪市立　　槻の木６－１豊中
　▽大阪高等学校総合体育大会テニス大会(シングルス)
　　早稲田摂陵６－２豊中　　大阪学院６－０豊中
　▽大阪公立高校対抗テニス大会(シングルス本戦)
　　豊中６－０泉陽　　生野６－３豊中
◆男子ソフトテニス部
　▽ウインターカップ　　中央大会出場
　▽公立高校大会個人戦　　中央大会出場
　▽大阪府新人大会個人戦　　中央大会出場
◆男子バドミントン部
　▽豊能地区バドミントン大会(ダブルス)　　ベスト４
　▽大阪高等学校春季バドミントン競技会(ダブルス)
　　豊中２－０箕面自由　　豊中２－０英真学園
　　豊中２－１清教学園　　豊中２－０大手前
　　市岡２－０豊中
　▽大阪高等学校総合体育大会(シングルス)
　　豊中２－０大阪桐蔭　　豊中２－０関西大倉
　　豊中２－０千里青雲　　豊中２－０茨木工科
　　豊中２－１守口東　　柏原２－０豊中
　　(団体)
　　豊中３－０茨木工科　　豊中３－２箕面自由
　　山田３－１豊中
　▽大阪高等学校バドミントン選手権大会(ダブルス)
　　豊中２－０槻の木　　豊中２－０花園
　　豊中２－１芥川　　豊中２－１市立東
　　近大附属２－１豊中
◆女子バドミントン部
　▽第68回大阪高等学校春季バドミントン競技会
　　(ダブルス)　　ベスト８　　ベスト１６
◆剣道部
　▽公立高校大会(個人戦)　　優勝
　▽大阪高等学校総合体育大会　　ベスト１６
◆薙刀部
　▽大阪高等学校総合体育大会(演技の部)
　　ベスト８
　▽近畿大会大阪府予選(演技の部)　　４位
　▽新人大会兼選抜大阪府予選
　　１年生演技の部　３位
　　団体トーナメントの部　３位
◆水泳部
　▽大阪高等学校対校選手権水泳競技大会
　　女子400ｍメドレーリレー　ブロック決勝出場
　▽大阪高等学校新人水泳競技大会
　　女子400ｍメドレーリレー　ブロック決勝出場
　　女子100ｍ背泳ぎ　６位

◆吹奏楽部
　▽第28回定期演奏会全日本吹奏楽コンクール
　　大阪府北摂地区大会　　金賞ゴールド
　▽全日本吹奏楽コンクール大阪府大会　　銀賞
　▽全日本吹奏楽コンクールCD予選　　優秀賞
　▽全日本吹奏楽アンサンブルコンテスト
　　大阪府大会　　打楽器パート　金賞ゴールド
　▽ESA音楽学校アンサンブルコンテスト
　　打楽器パート　金賞　　ホルンパート　銀賞
◆音楽部
　▽輝豊苑「梅雨の弦楽コンサート」
　▽輝豊苑　秋祭りでの演奏
　▽堀田会館で「クリスマスコンサート」
　▽第31回蛍池納涼祭前夜祭
　　「サビーナ＆中高生アンサンブルデッキコンサート」
　▽第68回アンサンブル・サビーナ
　　まちづくりサビーナ・コンサート
◆軽音楽部
　▽全国高等学校「軽音楽フェスティバル」
　▽We are sneaker Ages　予選７位
　▽第3回豊中市高校生軽音フェスティバル
　▽豊中祭り
　▽イレブンフェスタ
◆美術工芸部
　▽第66回府高等学校美術工芸展　奨励賞
◆生物研究部
　▽サイエンスキッズ
　　�葉脈標本作り、目の錯覚、化石のレプリカ作り等

を地域の小学生に指導
　▽第66回大阪府高等学校生徒生物研究発表会
◆ダンス部
　▽ダンススタジアム　全国大会出場
　▽DANCE CLUB CHAMPION SHIP
　　審査員特別賞

　▽ダンスドリル Winter Cup
　　部門優勝　　全国大会出場
　▽NHK スクールライブショー西日本大会　
　　予選１位通過
◆文芸部
　▽「月刊文藝部豊饒」作成
　▽文化祭で部誌「銀杏」販売
　▽全国高等学校文芸部コンクールに「銀杏」提出
◆放送部
　▽NHK放送コンテスト大阪大会
　▽文化祭で文芸部と合同でドラマCD「あめりんご」作成
◆漫画イラスト研究部
　▽第23回全国高等学校漫画選手権大会
　▽まんが甲子園
　▽文化祭で部誌「MEW」販売　
　　部誌「SMART本」を不定期発行
◆電気物理研究部
　▽おもしろ科学教室　実演
　▽ジュールエネルギーコンテスト　敢闘賞
　▽スーパーサイエンスハイスクール
　　全国生徒研究発表会　出場

豊高文化部

豊高スポーツ
1年間の記録

雷雨で涙の敗退
第96回全国高校野球選手権大阪大会・2回戦
◆７月２０日、豊中ローズ球場
　豊　　中　 ０１０　０００　０２　　３
　大阪桐蔭　 ２１０　０２０　１１×　 ７

　（降雨・雷雨のため８回一死コールド）
豊中、強豪相手に雨中に散る…。大阪大会２回戦、

豊中対大阪桐蔭が豊中ローズ球場で行われ、V候補相
手に豊高が大健闘。８回途中、雷雨で１時間２０分の中
断後、残念ながらコールドゲームとなった。初回、豊
高打線が３者三振を喫し、その裏、先頭打者から４連
続長短打で２点を先取された時、誰もが一方的な試合
になると思ったはず。だが、続く一死満塁のピンチを
しのぐと、豊高ナインの目の色が変わった。２死球と相
手投手の野選で無死満塁のチャンス。一死後、８番・
中村が左犠飛し、１点を返した。「やれる」。ベンチのムー
ドも変わった。２回裏、峯本にソロ本塁打されても臆す
るところはない。３回表二死から松尾、小泉が連打。５
回裏には犠飛と横井のソロで２点を奪われたが、６回表
には小泉の左中間二塁打などでチャンスを築いた。７
回裏に２本の二塁打で１－６と差を広げられたが、８回
表二死から連続四球で二死１、２塁。ここで５番・辻が
左中間へ２点二塁打を放った。
スタンドを埋めた２０００人の大観衆は大盛り上がり。

しかし…。８回裏一死から、峯本にこの日２本目となる
ソロ本塁打され４点差に。次打者・香月が ２ボールと
なったところで突然の降雨。そして雷鳴が。１時間２０分、
奇跡を信じてベンチでグラウンドを見つめていた豊高
ナインを尻目に、三度、雨脚がつよくなり、主審の「ゲー
ムセット」の声を聞くまでもなく、「試合終了」のアナウ
ンスが球場に流れた。

本当に惜しかった。試合前ノックを見ても、どの野
手も矢のような送球で、力の差は歴然だった。それで
も、試合への集中力もウチの方が上。意気込みも上だっ
たはず。廣岡投手は内外角にスライダーを投げ分け、
再三のピンチをしのいだ。強力打線相手に自身最高の
ピッチングだったろう。野手もノーエラーで廣岡を助
け、盛り上げた。打線も左腕・田中、藤井の前に１５三
振を喫したが、ファウルで粘り、向かって行く姿は勇敢
だった。得点は３－７の敗戦。それ以上にいい戦いだっ
た。高６７期の後輩諸君、ホントにお疲れ様でした。
６８、６９期の後輩たちへ、君たちの健闘、負けん気は
引き継がれていくはずです。

　( 野球部ＯＢ会幹事長・高３３　古野　公喜)

マリンフード豊中マルチグラウンド
開催記念イベント 　第６９回定期戦

11月24日　マリンフード豊中マルチグラウンド
豊中高校【ROAD RUNNERS】7 - 10

池田高校【‘46GALLEON】
11月24日。｢マリンフード豊中マ

ルチグラウンド｣開設を記念して「豊中
アメリカンフットボールDAY」が開催
されました。メインイベントに69回
を数える伝統の定期戦に先立って、
豊中市浅利啓一郎市長が出席されて
セレモニーが行われた後、池田のキッ
ク、豊中のレシーブで試合開始され
ました。残念ながら7-10で豊中高校
は池田高校に接戦の末、逆転で敗れ
てルーツ校対決、伝統の一戦を飾ることが出来ませんでした。

2回表、外野犠飛で 1点を返す
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■旧制豊中中学22回生！ 毎年結集しています 　
立志青年の時期を豊陵の学園に学び、屈辱の敗戦と日々の食糧難など物

心両面の苦労を共にした学友だけに集えば語り尽きぬものがあります。けれ
ども七十有余年の昔のこと加齢とともに町中へ出かけられる人も少なくなり
米寿の集まりを二年先にして切に友の健勝を祈っています。� （藤上幸作）

■「三季会」（中25回・高3期の関東地区の同期会） 
5月12日 青山ダイアモンドホール

前回から２年ぶりの同期会で、大阪から豊三会の世話役川島氏を迎え、
総勢１８名が集まりました。場所は前々回までと同じです。昨年の豊三会の
報告・乾杯の後　和気あいあいとした雰囲気の中会食と懇談を行いました。
最後に、みんなはまだまだ元気だ、米寿までは行けるぞと、そして次回の
開催を約束して、２時間半にわたる同期会を終えました。� （広井蓉二）

■高3「F組会」
5月20日・岡町うお浅で開催

26年度も正午より開催、今回も12
名が出席。地元でくつろいだ時間を過
ごしました。結婚して約40年間フラン
スのリヨンで暮らしていた大西妙子さん
が2010年に帰国後、はじめての参加。

在仏中、染色部門で「フランス国家最優秀工芸人」に選ばれています。今年
も5月19日（火）「うお浅」で正午開催の予定。� （斎藤保夫）

■ 高校１７期の忘年会（大阪）と新年会（東京）と
　 卒業５０周年記念同窓会
最近は毎年、大阪で忘年会を東京で新年会を開催しています。また春秋

には親睦ゴルフコンペも楽しんでいます。忘年会は１２月６日に豊中で、新年
会は１月３０日に原宿で開催しました。豊中は２３名が中華料理店で集い、二
次会はお決まりのラウンジでカラオケ＆談笑。原宿では２６名が明治神宮界
隈を健康的に散策してから家庭料理店で楽しいひと時を過ごしました。

今年は１７期にとって卒業５０周年になります。そこで記念同窓会を豪華２
本立てで行います。ＰＡＲＴ１は５月１２日～１４日に浜松の舘山寺温泉と奥三河
の湯谷温泉で２泊３日旅行を計画しています。またPART２は１０月３１日に千
里阪急ホテルで開催します。数え歳で古希になる１７期、多くの方々の参加
をお願いします。� （廣瀬　純）

■関東8期会 10月31日、東京赤坂「金龍」で 
恒例の関東高八会が2014年も盛会裡に開催されました。風流漂う赤坂の

粋な黒塀・見越しの松の会場には目出度く喜寿を迎え、また迎えようとする元
気いっぱいの面々24名(女性4名)が集って賑やかに華やいだ宴となりました。 

大阪から参加の豊陵会幹事からは高八会総会の模様や豊高の現況などにつ
いて種々報告を受け、貴重な情報に接する事ができて大変に嬉しいことでした。 
宴たけなわ、長野県上田市から参加のH君から愛馬2頭が全日本への出場と
国体県代表という快挙に浴された話、東京在住のT君から「グランドシニア向け
人生訓」が披露されたりで抱腹一杯。3時間あまりが瞬時に過ぎてしまっており
ました。お互いに元気で来年の再会を期して散会した次第です。� (高田雄彦) 

■高八会・喜寿記念総会 � 4月14日 千里阪急ホテル
総会は成田研一君と東敦子さんの司会で、会員の物故者（先生9名、男子52名、

女子19名）への黙祷に始まり、代表の牧雄彦君の挨拶、西原正君の乾杯の音頭
で歓談に入りました。今回は海外から伊達仁彦君（カリフォルニア）瓦林国男君（ク
アラルンプール）が参加し近況報告をしていただきました。また、高八会に縁の
グループの紹介ということで「輝風会」「雀の会」「清和会」「ドリアン会」「えぷられ会」

「関東高八会」「豊陵会」の各幹事からご報告がありました。盛大で賑やかに、和や
かに、其処此処で話がはずみ、あっという間の二時間でした。最後に中島邦彦
君の指揮で校歌を斉唱し、代表の山本節子さんの閉会の挨拶で終わり、二次会
へと移りました。なお「高八会」功労者？ということで、小生にすばらしい花束の贈
呈というサプライズがあり、身に余る光栄であり、本当に有難うございました。
思い返せば、昭和49年（1974年）に卒業後18周年に始まった「総会」も昭和60

年（1985年）梅田「北京」からほぼ2年に一回のペースで15回も続けられ、今回の
「喜寿記念」を一区切りとして、今後は簡素化？をはかることとなりました。新生「高
八会」総会は新幹事11名のお世話で、平成27年（２０１５年）4月13日（月）12時か
ら昼食会を新千里阪急ホテルで「高八会総会」の案内希望者を対象に開催されま
す。　　　　　� （村下（原田）克利）

■懐かしの話題クイズ　高21期
21期は平成22年に「還暦同期会」で同期会を再開し、その後隔年開催をしてお

ります。今回は再開後3回目となりました。昨年11月23日に梅田新道の「アサヒビ
アガーデン」を借り切り、約100名の参加を得ました。

高校時代の出来事を思い出す「あの頃クイズ」や恒例となった抽選会等、一次会、
二次会を合わせ5時間に及ぶ会もなごやかな雰囲気の内に、名残惜しさを抱えた
まま次会での再会を誓って閉会となりました。今回残念ながらご参加に至らなかっ
た方々も次回は参加いただける事を願っています。　� （F組G組幹事一同）
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■「豊陵山歩」今後の予定
5月6日（水）神福山▽6月7日（日）明
神ケ岳▽7月5日（日）ゴロゴロ岳▽
7月26日（日）〜 28日（火）苗場山▽8月31日（月）〜 9月2日（水）
後方羊蹄山▽10月3日（土）祇園嶽▽11月7日（土）天神山▽12月20
日（日）大原山▽1月23日（土）明神山▽2月6日（土）高尾山▽3月5日

（土）八ガ丸山▽4月3日（日）三国山…180回
日程・行先を変更することがあります。
豊陵会のホームページをご覧下さい。
近郊の集合は阪急豊中駅前、午前8時、運営費200円。
問い合わせ＝大久保06-6854-8150、中村06-6855-5346

* * * * * * * * * * * * * * * * *
昨年7月28日金峰山…大弛峠から金峰山へ、五丈岩が印象的な山だった。

その日は富士見平小屋で一泊、夜中は熊がうろつく小屋で久しぶりにカマ
ドウマを見た。翌日は瑞牆（みずかき）山へ。岩が生えているような道中に
感動。160回目の8月は雨が多く9月29日から武尊山と皇海山に。関東の川
島さん（11期）と大原さん（17期）に車を出してもらって麓まで。武尊山は西
側の武尊神社から登る。結構時間がかかった山行。頂上付近は紅葉で素晴
しい眺めを堪能。翌日は皇海山へ登山口の皇海橋まで辿り着くまでずいぶ
んの時間を要した山であった。10月5日古光山…台風の余波で少々風がき
つかったけれど急な登りと細い尾根筋を行く山だった。
山歩の題を「豊稜山歩」に替えたいと思っています。

■豊陵工芸部 OB・OG会に 集まりましよう 
　故 吉原作次郎先生に工芸の授業を受け、さらに工芸部で楽しんだ皆
さんと本年豊陵会総会後の二次会で歓談の会を企画しました。 現在豊
高では「工芸」の授業がなくなり、とても淋しい気持ちでおります。また
藤崎大先輩（高３）も亡くなられ、これからの工芸部ＯＧ・OB会をどうし
たものかと・・・・とりあえず皆様で集まって考えましょう。 

発起人　村司 貞夫（高５期） 井尻（村上）幸子(高７期) 松本 憲樹(高８期)
世話人　中村(伊奈)好子(高９期)０６－６８５５－５３４６ 　　
出席いただける方は中村までご連絡ください。会費２千円 

高37期　卒30年記念
5月30日（土）11：00〜　ホテルアイボリー

高13期同期会
	 平成27年10月中旬頃開催予定

豊陵山歩

■ 高32期同期会に10０名が参加
1月3日にホテルアイボリーで行われた32期同期会は今回で5年ぶり、６回

目の開催。梅本先生（体育）、長瀬先生（地学）、吉川先生（数学）、小島先生（音
楽）にご臨席いただき、参加者100人の大盛会。世話人挨拶、乾杯に続き、
先生方にインタビュー。豊高時代を彷彿とさせるスピーチに一同感激。食
事もそこそこに、歓談の輪が広がりました。

途中、豊陵会事務局員の同期生からの寄付のお願いがあり、皆が快く賛同。
3時間ほどの時間があっという間に過ぎ、校歌斉唱、記念撮影でお開き。

5年後の再会を誓いました。� （平野裕一）

■高10期同期会 
 � 4月19日　梅田・神仙閣
恒例の2年に1度の同期会も11回を迎え、全

国各地から113人が参加した。物故者への黙とう、
遠くからの参加者の紹介のあと、長谷川豊陵会
幹事が母校の現状を紹介した。歓談タイムでは
後期高齢者の仲間入りをした一同は、在学当時
の思い出話や近況報告に花を咲かせ、全員参加の福引ゲームを楽しんだ。
今回は、豊陵会事務局のご協力を得て、同期全員の近況を小冊子にまとめ、
出席者(当日)と欠席者（郵送）全員に配布し、剰余金を豊陵会に寄付した。残
念ながら今回都合がつかず参加できなかった同期の皆さん、次回の同期会
にはぜひとも参加し、楽しいひと時をわかちあいませんか。�（長谷川能民）

■田中繁之先生、米寿のお祝い 10月24日 ホテルアイボリー
「黒パン」の愛称で慕われた田中繁之先生(1950～ 68社会科、柔道・重
量挙部顧問)の米寿お祝い会に高2浅井由彦(元・社会科)・今安達也(1962
～ 73)両先生はじめ卒業期の担任だった卒業生、柔道・重量挙げ部ＯＢたち
総勢38人が出席した。 浅井さんの発声で乾杯、食事懇談のあとパワーポ
イントで田中先生半世紀の紹介。各代表がそれぞれお祝いの言葉や思い出
話を披露。先生自身が最近の健康状態や日常についてお話。全員の記念
写真でお開きとなった。 米寿とは思われないお元気な様子に驚かされまし
た。少し耳が遠くなられているもののヘルパーさんに支えられての一人暮ら
しの中で時には自分の運転で有馬などに出かけられるとか。
� (高9岩本(松井)美禰子、写真＝高16中田智) 

■断然もり上がった高15期 古稀記念同期会 
平成10年に卒業25年を記念しての同期会“21世紀に元気で再開しましょう”で 

閉じてより数えて3回目の“古稀記念同期会”は平成25年10月に卒業生457名の
うち出席者87名の参加を得た。また、全国各地から多くの同期生も参加した。

会は開会の辞、物故者への黙祷 ・・クラス別出席者紹介、豊中高校の今と
昔、校歌斉唱のストーリーで進み楽しい時間であった。最後に“頑張ろう！！ 喜
寿をめざして”を合言葉で会を閉じた。今回の会でのトピックスとして、プレゼ
ンツールで表示した卒業アルバムより出席者の卒業時代の写真とともに当人
が壇上に上がるという演出を行った。“あ～なになに 君～！、･･･かわったね!、すっ
かり・・・・！”などの声かかり すっかり“豊高青春時代にもどった”一時であった。

■ 高40期3年K組同期会 
昨年末、4年ぶりに高40期3年K組の

同期会を開きました。今回は担任の塩
飽先生の古希のお祝いということもあ
り、とても和やかな楽しい時間を過ごす
ことができました。「いつか全員集合！」を
夢見て、また次回を楽しみにしています。
ありがとうございました。（和田（梶）孝子）
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●役員一覧 （平成27年2月27日現在）� ☆印は、平成26年4月以降の新任　

会　 長
副 会 長

財務幹事

会計監事

幹　 事

評 議 員

永田　武全	(高15期)
越智　克司	(高15期)
木村　榮次	(高15期)
中島　　守	(高22期)
赤塚　雄一	(高22期)
萩原　　哲	(高22期)
滝川　勲夫	(高15期)
宗田　京子	(高15期)
斉藤　省三	(高2期)
妹尾　景行	(高3期)
辻　　　彰	(高3期)
友国　泰治	(高5期)
上神英二郎	(高6期)
多河　正和	(高7期)
神保　雅明	(高8期)
大久保　孝	(高9期)
堀田　芳男	(高9期)
長谷川能民	(高10期)
内田　昌文	(高11期)
有田　　進	(高12期)
川上　　寛	(高13期)
堀内　　肇	(高14期)
丸山　幸夫	(高15期)
村瀬　一郎	(高15期)
梶山　四郎	(高16期)
高坂　敬三	(高16期)
須賀　寅充	(高16期)
中田　八朗	(高16期)
正岡　　哲	(高16期)
西澤　信善	(高16期)
松村　宗順	(高17期)
石川　国義	(高18期)
佐野　紀夫	(高18期)
転法輪真理	(高18期)
岡嶋　　豊	(高19期)
野原　嗣久	(高19期)
渡辺　寿一	(高19期)
高田　裕文	(高20期)
矢澤　マリ	(高20期)
牧野　　隆	(高21期)
徳田　　俊	(高22期)☆
河田　一裕	(高23期)
熊澤　一郎	(高23期)
永井　宏明	(高23期)
中野　隆子	(高26期)
加藤　芳哉	(高29期)
神戸　裕子	(高29期)
永井　　裕	(高30期)
橋田　　浩	(高32期)
亀井　圭子	(高37期)
南里　吉彦	(高37期)☆
高橋賢太郎	(中17回)	
松浦　　茂	(中19回)	
佐藤　雄直	(中20回)	
湯浅　一也	(中21回)	
飯嶌　　宏	(中23回)	

西島　靖之	(高1期)	
淺井　由彦	(高2期)	
政木　　武	(高2期)	
川島　保春	(高3期)	
小野　　實	(高4期)	
前川　　巖	(高5期)	
八幡　弘道	(高6期)	
山埜ゆみ子	(高6期)	
岸谷由紀子	(高6期)	
石橋　美紀	(高7期)	
平野　次雄	(高7期)	
浅田　重子	(高7期)	
成田　研一	(高8期)	
牧　　雄彦	(高8期)	
東　　敦子	(高8期)	
石田美代子	(高8期)	
水谷　忠昭	(高9期)	
田中　忠夫	(高10期)☆
上田三千乃	(高10期)	
久保　文子	(高10期)	
猪谷　正臣	(高11期)	
平井　　昭	(高11期)
植田　元則	(高12期)
菅谷　　梓	(高13期)
岩武　萬子	(高13期)
小出　君子	(高13期)
浦　　　功	(高14期)
中野　英機	(高14期)
矢野　秀雄	(高14期)
森里　信生	(高14期)
依田　昌彦	(高14期)
井上　博子	(高14期)
足達　統彦	(高15期)
高須　元洋	(高15期)
中村　　信	(高15期)
仲田　祐司	(高15期)
渡邉　　元	(高15期)
永野　豊子	(高15期)
中出　幸子	(高15期)
迎田　允武	(高16期)
大川慎太郎	(高16期)
湊　　　稔	(高16期)
千田　智之	(高17期)
廣野　敏生	(高17期)
藤田　　進	(高17期)
宮崎　保之	(高17期)
石尾　賢一	(高18期)
小林　正明	(高18期)
古川美重子	(高18期)
尾上　修一	(高19期)
奥田　逸朗	(高20期)
田村　雅史	(高20期)
中野　隆史	(高20期)
長門　孝次	(高20期)
守口　建治	(高20期)
加堂　裕規	(高21期)

田村　　守	(高21期)
福島　　裕	(高21期)
豊田　宣子	(高21期)
吉田　優子	(高21期)
上原　　茂	(高22期)
平野　二郎	(高22期)
福原　美典	(高22期)
三木　茂生	(高22期)
林　　雅子	(高22期)
桑畑　健二	(高23期)
中木　常雄	(高23期)
深井　玲子	(高24期)
増田　吉則	(高25期)
折原　玲子	(高25期)	
片山　泰子	(高25期)	
横井　葉子	(高26期)	
雨宮　　伸	(高27期)	
石田　省三	(高27期)	
勝又　敏夫	(高27期)	
神川　定久	(高27期)	
吉田　伸一	(高27期)	
長岡佐江子	(高27期)	
梅原　拓也	(高27期)☆
明里　一孝	(高28期)	
松井　　豊	(高28期)	
笠井　信吾	(高29期)	
矢野　正仁	(高29期)	
石垣　美紀	(高29期)	
前田　妙子	(高29期)	
久井　主税	(高31期)	
山下　典子	(高31期)	
松本　良枝	(高31期)	
升井　知子	(高31期)	
門田　浩一	(高32期)	
北原　千春	(高32期)	
國友　奈美	(高32期)☆
有賀由利子	(高32期)☆
赤松　史朗	(高33期)
坂上　憲史	(高33期)☆
利川　公代	(高33期)☆
沖原みゆき	(高34期)	
門田　佳子	(高34期)	
中原　洋子	(高34期)	
河野　浩明	(高35期)	
田中　元彦	(高35期)	
吉本　正樹	(高35期)	
岸本　一蔵	(高36期)	
重定　宏明	(高36期)	
田中　一史	(高36期)	
小島　史子	(高36期)	
中村　康子	(高36期)	
福中　寛子	(高36期)	
古川智香子	(高36期)	
津田　昌一	(高37期)	
南　　千恵	(高37期)	
名倉　　功	(高37期)☆

木南　　鼓	(高38期)	
藤田　竜治	(高38期)	
大西　花子	(高38期)	
佐藤　琴波	(高38期)	
権藤由記子	(高38期)	
髙畑　秀道	(高38期)
別所　邦彦	(高39期)
重村　桜子	(高39期)
米田美代子	(高39期)
山見　智子	(高39期)
後藤　　淳	(高40期)
齊藤　雅彦	(高40期)
徐　　廷禹	(高40期)
岡本　直美	(高40期)
櫻井さとこ	(高40期)
桝谷　礼子	(高40期)
中嶋　ちさ	(高41期)
平野　直子	(高41期)
中西　育代	(高41期)
堀岡　良則	(高41期)
白木　智巳	(高41期)
久代希予子	(高41期)
山中美由紀	(高42期)
小林　知博	(高42期)
酒匂　建文	(高42期)
村上　陽子	(高42期)
佐々木有里	(高42期)
尾上　高志	(高43期)
児玉健太郎	(高44期)
髙橋　繁生	(高44期)
北之坊晋次	(高45期)
市原史津子	(高45期)
橋本　匡弘	(高45期)
下村満美子	(高45期)
前田　優香	(高46期)
野田　健一	(高48期)
古澤　頼秋	(高48期)
和田あやか	(高48期)
石黒　陽子	(高49期)
多賀　朋子	(高49期)
赤松佳代子	(高50期)
山口　真歩	(高50期)
磯部　光男	(高51期)
畑　　雅三	(高51期)
山田　あや	(高51期)
佐藤　　健	(高52期)
齋藤　佑樹	(高52期)
花畑　　雄	(高52期)
南岡　俊之	(高52期)
岡　　美帆	(高52期)
上原　拓真	(高53期)
南川　郁夫	(高53期)
兼田　美紀	(高53期)
五十里麻衣	(高53期)	
寺脇　知里	(高53期)	
森西　絵美	(高53期)	

寺井　寿子	(高53期)☆
國平　直樹	(高54期)	
雜賀　譲二	(高54期)	
徳重美紀子	(高54期)	
圓岡　美幸	(高54期)	
臼杵　　毅	(高55期)	
恩田　淳史	(高55期)	
横谷　圭祐	(高55期)	
髙橋　敬子	(高55期)	
前防由利子	(高55期)	
勝部　義幸	(高56期)	
田中　　良	(高56期)	
宮澤　佳樹	(高56期)	
梶谷　理紗	(高56期)
古澤　真希	(高56期)
星野　亜季	(高56期)
尾崎　　優	(高57期)
小松　光一	(高57期)
比嘉　雅浩	(高57期)
安福　一貴	(高57期)
筒井　優沙	(高57期)
大西　　唯	(高57期)
平尾　友美	(高57期)
上西　将司	(高58期)
早野　貴至	(高58期)
中村　志穂	(高58期)
門脇　亮太	(高59期)
尾西　沙絵	(高59期)
岸田絵里加	(高59期)
石野　勇次	(高60期)
喜多　芳裕	(高60期)
吉田　将平	(高60期)
石井　友梨	(高60期)
柏原　成美	(高60期)
田辺　麻純	(高60期)
中島　早苗	(高60期)
上栗　良介	(高61期)
新居美奈子	(高61期)
黒谷　光宏	(高62期)
姫田　慎也	(高62期)

山下　真護	(高62期)
川西　咲希	(高62期)
小島　　碧	(高62期)
松本　紗和	(高62期)
田原　大祐	(高63期)
美野　千尋	(高63期)	
新免　瑞穂	(高63期)☆
柏原　翔太	(高63期)☆
井口　大夢	(高64期)	
上村　文哉	(高64期)	
上原　瑛美	(高64期)	
星　安理沙	(高64期)	
荒川　挙人	(高65期)	
下村　龍一	(高65期)	
植屋　陽佳	(高65期)	
川上　　彩	(高65期)	
太田　枝織	(高66期)☆
伊達　　巧	(高66期)☆
村岡　彩夏	(高66期)☆
牧　　省吾	(高66期)☆

同期会世話役（高67期）
久保田晴人
増田　早紀
山本　晃平
石村　汐香
横山　結太
宮本　梨加
中西　元輝
木村　萌絵
杉方　翔也
北岡　育己
西村伸次朗
高崎　七海
青山　皓平
細見　真由
大川　儀晃
辰巳明日香
久津木大樹
梅本　　雅

▼部会長
総 務 部 会 長
総務副部会長
会 報 部 会 長
会報副部会長
資料室部会長
IT 推進部会長
IT推進副部会長

▼事務局
事 務 局 長
事 務 局 員

村瀬　一郎（高15期）
徳田　　俊（高22期）☆
神保　雅明（高8期）
南里　吉彦（高37期）☆
川上　　寛（高13期）
丸山　幸夫（高15期）
渡辺　寿一（高19期）

中尾　寛次（高13期）
高岡　浩子（高13期）
野村佳乃子（高19期）
伊藤　晴康（高21期）
江連　郁子（高32期）
菅　　祐子（高32期）
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B5 判  約 1,000 ページ 
頒価 5,000 円 ( 送料含 ) 
お求めは 会報に同封の振込用紙で！
名簿広告（企業・団体・個人の PR）募集中！ 

 お問い合わせは  豊陵会事務局 　毎週 月水金（10:00～15:00）開局
　　　　　　　　 Tel/Fax: 06–6849–4973   　e-mail: office@houryou.org  

2015年秋
完 成 予 定



会員の本

27 平成27（2015）年4月20日発行

編 集 後 記　
編集部に届く同窓生みなさまの原稿やお便りを手に取る温もり、その
一つ一つを想いながら、今回、名簿発行の調査票で、短信・訃報・協
力金が急増し、紙面がかなり充実しました。うれしい悲鳴を上げなが
らの煩雑な編集作業も、表紙絵約30年前の中庭の絵によって、その看
板・中心・拠り所のようなものを得たように思い、豊陵会報96号に厚く、
温かく血が通い始めました。ほんとうにありがとうございました。住
所が判明された方々が「久し振りに」、ひょっとしたら「初めて」手に取る
豊陵会報96号の温もりを感じていただけたらうれしく思います。加え
て今後も、さらに仲間との関わりを大切にされ、豊陵会報への情報や
記事・広告・表紙絵の提供、編集作業にご助力・ご協力いただきます
よう、よろしくお願い致します。
■豊陵会報第96号編集メンバー

高15越智克司（担当副会長）、高48古澤頼秋、高37南里吉彦、高29蛯名美佳、
高10田中忠夫、高9大久保孝・南野陽子、高8神保雅明、高3妹尾景行

編集発行	 豊陵会報編集部　大阪府立豊中高等学校・豊陵会事務局内
発　　行	 平成27年4月20日
発 行 人 	永田　武全

〒560-0011　豊中市上野西2丁目5番12号　
☎（06）6849-4973　（FAX.兼用）
ホームページ　http://www.houryou.org
メールアドレス　office@houryou.org または kaihou@houryou.org

印　　刷	 株式会社 廣済堂

会報発行部数
発行部数	 23,000部
会員発送数	 21,500部
学校配布	 1,500部

◆表紙の言葉　
豊高に入学して初めて入った教室は、中庭を見渡せる位置にあ
りました。当時、モミジの木も新宮晋さんのモニュメントもあ
りませんでした。積雪が10cm以上もある大雪となった日に、こ
の教室の窓辺から眺めた中庭の雪景色も、忘れられない思い出
の１つです。この教室を使ったのは、１年K組のときでしたが、
元豊高生である姉に「K組って何!?　おかしい、あはははは。」と
笑われた覚えがあります。残念ながら、現在数字となっていま
すが、アルファベットに戻ってもK組はありません。この風景
を描くため、許可をいただき約30年ぶりに、この教室に入りま
したが、入学初日に緊張した面持ちで座っていたクラスメイト
たちのことなど、懐かしく思い出されました。主に１年生が使
う教室なので、卒業アルバムにはなかなか載ることがない風景
だと思いますが、恐らくこの教室を使った人たちにとって、豊
高らしく、そして印象深い景色だと思い、テーマに選びました。
� （高38期　仲尾政伸　通称「ガッツ」）

BOOKS
1 「民主党を見つめ直す＝元官房長官・藤村修回顧録」

（高20　藤村修　インタビュー・構成=竹中治堅）
毎日新聞社　2014.11　2,800円

　書名を見ると民主党再生のための政策提言の本と思いそうだが、そうで
はない。政治の重要な事柄は記録としてきちんと残しておくべきだ、という
著者の思いが政策研究大学・竹中治堅准教授が綿密に準備した細かな
質問に答えるインタビュー記録（オーラルヒストリー）の本で興味深い事柄が
語られる。
　あまり知られていないが野田内閣は小泉内閣に次ぐ長期政権。官房長
官であった著者は、任期の482日間が「日々 修行の連続」と言いつつも、総
理大臣の女房役に徹するという信念のもとに東北震災・「小澤問題」「尖閣
問題」など同時進行の政治の舞台裏の様子を淡 と々語る。
　野田内閣の最大の功績は、長く賛否両論あった「社会保障と税の一体
化」をまとめ上げたことだという。また自身が政治家として念願であった「高
校授業料の無償化」を実現したことは仕事冥利に尽きる、とも語る。
　「戦後初の官房長官落選」となったとき、「選挙の結果である」と率直に
受け止め、「20年2仕事」をやり遂げたのだからと、現在は「あしなが育英
会副会長」として「10年1仕事」を目指す。
　一政治家としての出会いの大切さも言葉少なげに語られる。著者は豊
高を「東大紛争＝入試中止」の年に卒業、自動車部そのものにあこがれて
広島大学に進学。秋田大学自動車部との交流の中で交通遺児の仕事に
関わり、卒業後の就職は交通遺児育英会。「遺児に高校進学の夢を」と
いう運動が日本ブラジル青少年交流会の活動になり、これが縁で日本新党
の細川護煕氏に誘われるように政界入りした。本書としては余聞であるが、
豊陵会会員の中にはこんな道を歩んだ人がいることを改めて知る。（Ｇ）

2 「よみがえりの社と祭りのこころ」
（高5　加藤隆久）戒光祥出版　2014.6　1,400円

　神戸三宮にある生田神社の宮司である加藤隆久氏が、幅広い見識に
基づき神戸の歴史について語る。また、阪神淡路大震災で大きな被害を
受けた生田神社とその復興に関わる話から、鎮守の森としての災害時にお
ける神社の役割についても触れるほか、神戸に縁のある有名人の話など、
多彩な内容のエッセイ集。

3 「Vita Italiana」 �（高24　後藤鐵郎）リブロアルテ　2014.5　3,000円
　カネボウ水着など多くの広告写真や海外の風景を撮影してきた写真家の
後藤鐵郎氏が、イタリアの魅力を撮影した写真集。数々の歴史を刻み込
んだ建物たち、その間を縫うように走る石畳の通り、そこで出会った人 の々
くらしや街のにぎわい—忘れることのできない一瞬一瞬が大切にフィルムに
収められている。モノクローム写真にイタリアへの愛が溢れている。

4 「統合広告論　実践秩序へのアプローチ」（改訂版）
（高27　水野由多加）ミネルヴァ書房　2014.4　2,800円

　関西大学社会学部教授の水野由多加氏が、広告について学ぼうとす
る学生から、実際に広告の送り手として、実務に携わる人に向けて書かれ
た専門書。広告が作動する、とはどのような仕組みなのか。情報論とブラ
ンド論に立脚した２１世紀広告の決定的定礎、「自営、社会問題、公共性」
など、幅広く広告について検証されている。

5 「日本企業のディスカバリ対策」
（高37　守本正宏）グローバルトライ　2013.11　9,800円

　グローバル訴訟に有利に対応するための「ディスカバリ」の手順を紹介。

6「シャープ液晶敗戦の教訓」
（高17　中田行彦）実務教育出版　2015.2　1,500円

　シャープでの液晶の経験を基に、大学での技術経営により日本のものづく
りを分析した著書。

豊陵会に寄贈いただいた会員の本を紹介しています。

会 員 数　（2015年2月28日現在）
総数　31,046人
高校　28,683人
中学　  1,648人

旧職員　509人
併中　　118人
現職員　  88人
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「豊陵会総会」の寄贈品提供のお願い
ご出席いただいた会員にとって会場でのオークション・販売等は大きな楽し

みです。つきましては、会員皆様に是非とも一品でも多く寄贈品提供にご理解
をいただき、ご協力をお願いいたします。

寄贈品は総会当日朝まで受付させて頂きますが、準備の都合上出来るだけ
5月15日(金)までに事務局必着でお願いいたします。

 2015年　豊陵会総会に出席します

　回・期　ID番号　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　

電話・送信先FAX番号　０６－６８４９－４９７３　　メールアドレス　office@houryou.org

●東京支部総会は…  
　   6月27日（土）　ハイアットリージェンシー東京で
●中部支部総会は…
　　11月7日（土）　名商グリルで

街並みや環境との調和を図りつつ、
さらに安全で快適な事業用空間の提供を目指しています。

京阪神ビルディング株式会社
〒 541-0048  大阪市中央区瓦町四丁目 2 番 14 号

TEL:06-6202-7331

取締役会長　永 田 武 全 （高校 15 期）

軽音楽部は約60名の部員で12バン
ドに分かれて練習しています。学校
では新入生の歓迎LIVE、文化祭、
クリスマスLIVEなどでの演奏を発表
しています。また、毎年夏に開か
れる軽音楽部系コンテストWe are 
Sneaker Ages （IMPホール）に向
けては、部員全員で取り組んでいま
す。そのほかにも豊中11中のお祭
りイレブンフェスタ出演、豊中祭り
の出演とボランティア、豊中市主催
の軽音楽フェスティバル（服部緑地）
出演など、外部での活動も積極的
に行っています。機会があれば、是
非私たちの演奏を聴いてください。

2015年総会に出席される方は回・期 ID番号を明記の上、で
きるだけファクスまたはメールで5月15日（金）までにご連
絡ください。電話でも受付けますが、豊陵会事務局の開局は
月・水・金曜日の午前10時から午後3時までとなります。

2015年　豊中中学・豊中高校

豊陵会総会のご案内

日時　2015年5月31日（日）　11：00〜 14：00（受付10：30）

会場　ホテル アイボリー　3階オーキッドホール
	 （阪急豊中駅前・☎06-6849-1111）
会費　6,000円

「ホームカミング25」 

卒 業 2 5 年 優 待
（高校42期生）  会費 ３,０００円

新 　 卒 　 招 　 待（高校67期生）  会費 無   料


